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コウノトリの愛称決定（２ページに記事掲載）
©雲南市教育委員会

地域住民と学生の課題解決活動拠点「島根大学雲南フィールド
ステーション」（大東町飯田地内）オープン
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今
年
、
大
東
町
で
コ
ウ
ノ
ト
リ
の
ヒ

ナ
が
４
羽
誕
生
し
ま
し
た
。
こ
の
ヒ
ナ

の
愛
称
を
２
羽
は
市
民
の
皆
さ
ん
か
ら

募
集
し
、
残
る
２
羽
は
西
小
学
校
児
童

が
考
え
ま
し
た
。

　
市
民
の
皆
さ
ん

か
ら
は
、
１
２
０
件

の
応
募
が
あ
り
ま
し

た
。
短
期
間
に
も
か

か
わ
ら
ず
、
多
く
の

皆
さ
ん
に
応
募
い
た

だ
き
、
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
し
た
。

　
６
月
29
日
㈮
に
開

催
し
た
愛
称
選
考
委

員
会
で
は
、
親
し
み

や
す
さ
、
呼
び
や
す

さ
や
な
ど
考
慮
し
て

次
の
と
お
り
決
定
し

ま
し
た
。

　
ぜ
ひ
今
後
も
コ
ウ

ノ
ト
リ
の
見
守
り
や

住
み
や
す
い
環
境
づ

く
り
に
ご
協
力
を
お

願
い
し
ま
す
。

ヒナ の愛 称
個体番号 愛　称 足環の色 性別 応募者（名付け親） 愛称の理由

J0196 はるか メス
井
い

 田
だ

　　 満
みつる

 さん
小
お が さ わ ら

笠原 裕
ゆう

 子
こ

 さん
高
たか

 橋
はし

　儀
よし

 政
まさ

 さん

遥かな大空に向かって飛び立ってほしい。春殖で生まれて
悠々と空を飛んでね。

J0197 らいむ メス 岩
いわ

 佐
さ

　道
みち

 子
こ

 さん 「来
らい

夢
む

」来年もこの地で夢と元気をいただきたい。

J0198 永
と

　遠
わ

メス 西 小 学 校
世界の自然がいつまでも豊かでコウノトリやほかの生き物た
ち、人々がいつまでも幸せに暮らせるようになってほしい。
雲南市に永遠にコウノトリがいてくれるよう願いを込めて。

J0199 きらら メス 西 小 学 校 希望をもって、大空に羽ばたいてほしい。きらきら輝いて、
みんなに見つけてもらって、もっと親しんでほしい。

平成30年に雲南市で生まれたコウノトリの愛称

の
リ
ト
ノ
ウ
コ

し
ま
し
た

が

の
リ
ト
ノ
ウ
コ

定
決

称
愛
称
愛

平成29年に雲南市で生まれたコウノトリ参考
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個体番号 愛　称 足環の色 性　別

J0173 春
はる

希
き

くん オス

J0174 うららくん オス

個体番号 愛　称 足環の色 性　別

J0175 姫
ひめ

ちゃん メス

J0176 げんちゃん
（死亡）
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緑
緑
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黒
赤
黄
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©雲南市教育委員会
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① 営巣（えいそう）

② 抱卵（ほうらん）

③ 孵化（ふか）

④ 足環装着（あしわそうちゃく）

⑤ 巣立ち（すだち）

西小学校の児童が速水市長
を訪問

西小学校の児童が速水市長
を訪問

西小学校の児童が速水市長
を訪問

コウノトリの観察ルール
・幼鳥を追い回す行為は、絶対に行
　わないでください。
・コウノトリを見学される際には、
　周辺住民の皆さんのプライバシー
　に配慮いただいた上で、150ｍ以
　上離れた場所から静かに見学して
　ください。

・巣立ち後の幼鳥が「狭い水路に落
　ちて動けなくなっている」などの
　異常を発見した際には、速やかに
　教育委員会文化財課（☎0854ー
　40－1104）へ連絡ください。

異常を発見した場合

観察の注意

ＳＯＳ

　６月８日（金）、西小学校の児
童６人が速水市長を訪問し、コ
ウノトリに関する学習成果を発
表するとともに、コウノトリの
ヒナに愛称を付けたいとお願い
しました。
　市長は「４羽生れたヒナのう
ち２羽は皆さんで名前を付けて
ください」と約束し、残る２羽
は市民から公募することとなり
ました。

４羽のヒナと親鳥
©雲南市教育委員会

©雲南市教育委員会 ©雲南市教育委員会

©雲南市教育委員会 ©雲南市教育委員会©雲南市教育委員会

アルバム
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　雲南市中心市街地活性化基本計画は、平成28年11月29日付で内閣総理大臣認定を受け、平成34年３月までの
認定期間中に、各種事業を実施し、中心市街地の活性化の目標である①購買力流出の抑制②定住人口の増加③交
流人口の増加を図っていきます。
　シリーズ第１回の本号では、中心市街地活性化基本計画に掲げる主要事業についてお知らせします。

にぎわいと魅力あふれる中心市街地をめざして！

桜並木を背後に望める広場と、それを囲むようにテラス席を有
したレストラン・カフェを導入。桜を眺めながら食事ができる
テラス席も配置。

にぎわいと憩の場を提供する自然
豊かなオクニワ広場。
老若男女による多世代交流を生み
出すイベントを開催。

桜並木を借景にした緑豊かな公園で簡単な遊具も設置。ファミリーとキッズでにぎわう
公園の横には、子どもが遊ぶ姿を見守りながら親が憩える飲食店を誘導。コミュニティ
拠点として地域イベントを定期的に開催。

桜並木を背後に望める緑豊かな公園で簡単な遊具も設置。ファミリーとキッズでにぎわ
う公園の横には、子どもが遊ぶ姿を見守りながら親が憩える飲食店を設置し、コミュニ
ティ拠点として地域イベントを定期的に開催。

ランチでは近隣住民の活用をベースとしつつ、
夜はアルコール提供も行い、ホテル宿泊者の飲
食・宴会ニーズの取り込みをめざす。

SAKURAマルシェ（仮称）

オクニワ広場

元気パーク（仮称）
観光客やビジネス客の宿泊
ニーズに対応するホテルを
誘致。広域からの交流人口
増加を図る。

宿泊ホテル

春の桜イベント等四季折々
のイベントが開催できる広
場。また、雲南の新鮮な食
材を軽トラで販売する「まめ
なカー市」、土曜夜市の開催
等、多彩なにぎわい創出を
演出。

まめなか広場

まめなか
広場

飲食店
カフェ・飲食店

飲食・物販店オクニワ
広場元気パーク

（仮称）
カフェ・飲食店

オクニワ
広場 飲食店

元気パーク
（仮称）

飲食・物販店

スーパーマーケット

集
い
、
出
会
い
、
ふ
れ
あ
い
交
流
を
生
み
出
す

　コミ
ュ
ニ
テ
ィ
モ
ー
ル
型
の
商
業
集
積
の
実
現

集
い
、
出
会
い
、
ふ
れ
あ
い
交
流
を
生
み
出
す

　コミ
ュ
ニ
テ
ィ
モ
ー
ル
型
の
商
業
集
積
の
実
現

Ｓ
Ａ
Ｋ
Ｕ
Ｒ
Ａ
マ
ル
シ
ェ（
仮
称
）

事
業
展
開
イ
メ
ー
ジ（
案
）

Ｓ
Ａ
Ｋ
Ｕ
Ｒ
Ａ
マ
ル
シ
ェ（
仮
称
）

事
業
展
開
イ
メ
ー
ジ（
案
）

Ｓ
Ａ
Ｋ
Ｕ
Ｒ
Ａ
マ
ル
シ
ェ（
仮
称
）

事
業
展
開
イ
メ
ー
ジ（
案
）

サクラ土手 サクラ並木

シリーズ「雲南市中心市街地活性化」①

【主要事業の紹介】　（写真や図はイメージです）
　≪S

さ く ら
AKURAマルシェ（仮称）整備事業≫　　事業主体：雲南都市開発株式会社（法定まちづくり会社）

　雲南市ならではの魅力と中心市街地のにぎわいを生み出すまちのシンボル空間として「SAKURAマル
シェ（仮称）」を整備し、地域資源を活用した地産地消レストラン等の商業集積を展開します。また、当施
設を中心に公園・広場のコミュニティ空間と連動させながら、「商業・交流機能」を強化することで中心市
街地に市民が憩い、広域で交流できる仕組みを構築していくこととしています。

（事業期間）

　◆平成30年８月から　着工予定
　◆平成31年３月中旬　竣工予定

SAKURAマルシェ（仮称）イメージパース

SAKURAマルシェ（仮称）

中心市街地計画エリア・SAKURAマルシェ（仮称）整備位置

ＪＲ木次駅

雲南市庁舎

国道54号

中心市街地

国道54号

三刀屋木次ＩＣ

Ｊ
Ｒ
木
次
線

松
江
自
動
車
道
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　７月８日（日）、改修工事に伴う雲南市加茂Ｂ&Ｇ海洋センターの竣工式を行い、公益財団法人Ｂ&Ｇ財
団 菅

すが
原
わら

悟
さと

志
し

理事長、雲南市と同様に自治体として身体教育医学研究所を設置している長野県東
とう

御
み

市の花
はな

岡
おか

利
とし

夫
お

市長をはじめ関係者など約120人が参加しました。
　また、リニューアルした雲南市加茂Ｂ&Ｇ海洋センターの愛称を市民の皆さんから募集し、選考委員会
で覚えやすく親しみやすく、かつ印象に残る愛称を選考した結果、中

なか
林
ばやし

千
ち

晴
はる

さん（大東町）が応募された
「ラソンテ」（フランス語で「健康」）に決定しました。

氏　名 愛　称 愛称の理由

最優秀賞 中林 千晴さん（大東町） ラソンテ 雲南市の健康づくり拠点施設であるためフラ
ンス語で「健康」を選んだ。

優秀賞 吾
あ

郷
ごう

 煌
おう

介
すけ

さん（木次町） アクスポ雲南
新しくなったプールをアクアと表現し、加茂
B&G 海洋センターでレスリングを行っている
のでスポーツを合わせ「アクスポ」を選んだ。

優秀賞 坂
さか

田
た

 陽
ひ

菜
な

乃
の

さん（加茂町） イスコ（ISCO）
方言を取り入れ、心と体が「いすこ」になる
ような施設になって欲しいという願いを込め
て選んだ。

　プール利用について
 開館時間 
　10：00～21：00　※日・祝日は10：00～17：00
　　休館日：水曜日、12月29日～１月３日
 利用料金 
　未就学児…………………  無料
　小中学生…………………210円
　高校生・65歳以上 ……320円　
　一　般  …………………540円
　※障がい者の方は半額、その介助者は無料
　　　（受付で障害者手帳の提示をお願いします）

※教室プログラムに参加する場合は、別途申し込み、月会費が必要です。
※トレーニングルームの利用には、別途料金が掛かります。
※年齢の分かる公的な身分証明書の提示が必要です。

問い合わせ先　雲南市加茂Ｂ&Ｇ海洋センター「ラソンテ」　☎0854-49-7100

区分 １ヵ月会員 ３ヵ月会員 １年会員

小中学生 1,720円 3,880円 7,770円
高校生・65歳以上 2,590円 5,830円 11,660円

一　　般 4,320円 9,720円 19,440円
家　　族

同一家族で１回につき
４人まで利用可能

- - 32,400円

企　　業
同一企業で１回につき
10人まで利用可能

- - 64,800円

一般利用　月・年会員料金表

リニューアルオープン
雲南市加茂　　　　 海洋センター「ラソンテ」
健康づくり拠点施設健康づくり拠点施設

Ｂ&Ｇ財団キャラクター
アンドリーくん

愛称の選考
結果



うんなん 日 和
まちの話題を
紹介します

雲子ちゃん
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　雲南コミュニティキャンパスのスタートアップ合宿
を開催し、全国の15大学から30人の大学生が参加し
ました。
　この事業は雲南市を大学生の学びのフィールドと
し、地域活動や就業体験を通じて、大学生の地域貢献
力や地域課題解決力の向上と、UIターンのきっかけを

雲南コミュニティキャンパス

▲雲南コミュニティキャンパスに参加した大学生

６ ９/ 土

６ 10/ 日

～

　雲南市消防団加茂方面隊消防操法大会が加茂文化ホール ラメール駐車場で開催されました。
　この日は、ポンプ車の部に１部、小型ポンプの部に10部が出場され、日ごろの訓練の成果を発揮すべく、熱
のこもった操法が展開されました。

加茂方面隊消防操法大会６ 10/
日

▲小型ポンプの部優勝　加茂南分団第1部の皆さん

つくることを目的に平成28
年度から実施しています。
　１日目は雲南市を知るツアーや幸雲南塾生候補との
交流会、２日目は今夏のインターンシップなどのプロ
グラムを想定した今後のアクションに向けてプレゼン
テーションを行いました。
　最後のプレゼンテーションは、それぞれの想いが大変
こもったプレゼンとなり、熱い２日間となりました。
　そして、今回参加した大学生の半数以上が、さら
に学びを深め実
践するため今年
の夏に再び雲南
市にやってきま
す。皆さんから
の声援をお願い
します♪

結果は次のとおりです
 小型ポンプの部 
　優　勝　加茂南分団第 1部　　81.5点

（管轄自治会：立原、近松、南大西）

　準優勝　加茂中分団第 2部　　78.0点
（管轄自治会：東町、旭町、新町、栄町、
 外原町、加茂中団地）

　第３位　加茂中分団第 1部　　73.0点
（管轄自治会：北大西、上町、中町、本町、
 前廻田、奥廻田）

▲自分の想いを語る大学生

 ポンプ車の部 
　自動車分団自動車部　　　　152.0点

若者
チャレンジ
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　大東図書館の改修に伴う竣工式典を行い、関係者ら
約60人が参加しました。
　式典で速水市長は「この大東図書館は、この度の改
修でご利用いただく方により満足していただける図書
館になったと思う。生涯学習推進拠点の 1 つとして、

大東図書館リニューアルオープン６ 24/
日

老若男女幅広い方々にご利用していただ
きたい」とあいさつを述べました。
　また、式典後には大東町の「光

こう

舞
まい

ほたる」（代表 福
ふく

間
ま

久
く

仁
に

子
こ

さん）の皆さんによるよさこい演舞によりリ
ニューアルオープンに華を添えていただきました。

　「うんなん幸雲体操」体験会を雲南市役所本庁舎で
開催し、地域運動指導員や地域福祉推進員など約50
人が参加しました。
　「うんなん幸雲体操」は、重りを使った筋力運動の
体操で、10段階 (220g～2.3kg) に調整可能な重りを
手首や足首に巻き付け、椅子に座って童謡などの歌を
歌いながら、１時間程度ゆっくりと手足を動かす運動
です。
　体操の効果は、３ヵ月以上続けると筋肉がつき、筋
力を維持・向上することで転倒を予防し、骨折や寝た
きりになることを防ぐことにつながります。また、体
が軽くなり、動くことが楽になったという方もおられ

「うんなん幸雲体操」体験会６ 27/
水

▲グループワークの様子▲「うんなん幸雲体操」を行う参加者

▲田植えの様子

ます。
　体験会では、飯南町地域包括支援センター 理学療
法士 嘉

か だ

田将
まさのり

典さんを招き、「うんなん幸雲体操のスス
メ～元気で長生きをめざして～」と題して講演をして
いただきました。
　講演後に参加者全員で「うんなん幸雲体操」を行い、
各地区に分かれて地域で「うんなん幸雲体操」を普及
する方策についてグループワークを行いました。
　「うんなん幸雲体操」に興味を持たれた方は、
　地域包括支援センター　（☎ 0854-40-1043）

へ問い合わせください。

▲増築された学習スペース▲式典の様子

Book
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　７月の「社会を明るくする運動強調月間」と「青少
年の非行・被害防止全国強調月間」に合わせ、雲南地
区保護司会 ( 会長 三

み

木
き

弘
こう

道
どう

さん )、大
おお

仁
に

地区更生保護
女性会 ( 会長 和

わ

久
く

利
り

紀
のり

子
こ

さん )、飯石地区更生保護女
性会 ( 会長 前

まえ

田
だ

榮
えい

子
こ

さん )、雲南警察署 ( 署長 松
まつ

岡
おか

日
ひ

出
で

夫
お

さん ) など関係者ら約50人が出席し、「第68回
社会を明るくする運動 内閣総理大臣メッセージ」な
らびに「青少年の非行防止・被害防止メッセージ」の
伝達式が雲南市役所本庁舎で行われました。
　伝達式では、三木会長が「社会を明るくする運動内
閣総理大臣メッセージ」を、また松岡署長が「青少年
非行防止・被害防止メッセージ」を伝達し、速水市長
が両メッセージを受け取りました。
　速水市長は、「雲南市は３つのまちづくりの理念の
第一に『安全・安心』を掲げ、これまでの13年６ヵ

社会を明るく！
青少年非行防止・被害防止へ！

７ ２/
月

▲メッセージを伝達する三木会長

　春殖交流センター建設工事の起工式を建設地 ( 大東
町大東下分 ) で行い、地元関係者、工事関係者など約
60人が出席しました。
　今回の建設工事は、老朽化が顕著となった現在の春
殖交流センターを建て替え、展示や交流スペースに使
用できるようホール、故上

じょうだい

代タノ先生やコウノトリの
資料を置く図書室などを整備し、平成31年春に供用
を開始する予定です。

春殖交流センター建設工事着工７ ２/
月

▲祝辞を述べる春殖地区振興協議会 石
いし

川
かわ

幸
ゆき

男
お

会長

　統合学校給食センター建設工事の起工式を建設地
（木次町山方）で行い、地元関係者、工事関係者など
約70人が出席しました。
　今回の建設工事は、木次・三刀屋・吉田・掛合の４
つの給食センターの老朽化に伴い、４施設を統合し新
たな学校給食センターを建設します。
　給食を提供する能力は１日約2,200食で、アレル
ギー対応調理室や見学通路などを整備して平成31年
度２学期より学校給食の提供を開始する予定です。

統合学校給食センター建設工事着工７ ２/
月

▲工事施工者を代表してあいさつをする梅木建設株式会社
　代表取締役 梅

うめ
木
き

秀
ひで

昭
あき

さん

月の間、市民の皆様と協働のまち
づくりを進める中で、しっかりと
その理念を実現するよう取り組みを進めてきた。メッ
セージを受け取り、さらにこの取り組みを進めなけれ
ばならない」と誓いのことばを述べました。

更生保護のイメージキャラクター
更生ペンギンのホゴちゃん
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　雲南市戦没者追悼式を加茂文化ホール ラメールで、
ご遺族の皆さんなど約 500人の参列をいただき、厳
かに執り行いました。
　来場者全員で黙とうを捧げた後、速水市長が「雲南
市は、永

なが

井
い

隆
たかし

博士の精神に基づき、平成17年に『平
和を』の都市宣言を行い、愛と平和そして人権を尊重
し、差別のない思いやりにあふれた明るい社会を築く
ことに努めてきた。この精神を後世に残していくこと
が私たちの使命であり、世界の恒久平和へつながって
いくものと確信している」と追悼のことばを捧げ、献
花を行いました。
　また、雲南市遺族会代表として難

なん

波
ば

幸
ゆき

夫
お

会長が「今
日の平和の世の中は、御霊の尊い犠牲の上にあり、私
たち遺児ならびに遺族が体験した悲惨な生活を再び繰
り返さないよう、平和を語り継ぐことは身をもって体
験した遺族の社会的責務であり、雲南市と共に世界平
和実現、再び戦争の災禍がないよう、核兵器の廃絶等
を訴え、未来永劫英

えい

霊
れい

顕
けん

彰
しょう

を行い、御霊の永久のご冥
福をお祈り申し上げる」と述べられたほか、遺族代表、

雲南市戦没者追悼式７ ６/
金

　
雲
南
市
の
ま
ち
づ
く
り
の
基
本
理
念
は
、「
生い
の
ち命
と
神
話
が
息
づ
く
新
し

い
日
本
の
ふ
る
さ
と
づ
く
り
」
で
す
。
今
回
は
、
そ
の
生
命
の
誕
生
に
必
要

な
水
に
つ
い
て
考
え
て
み
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
森
に
降
っ
た
雨
は
、
地
面
の
中
や
川
に
流
れ
や
が
て
海
に
入
り
ま
す
。
川
や
海
の
水
は

蒸
発
し
、
ま
た
雨
に
な
っ
て
森
や
里
に
降
っ
て
く
る
と
い
う
具
合
に
、
水
は
ぐ
る
ぐ
る
と

回
っ
て
い
ま
す
。

　
私
た
ち
の
体
の
７
割
は
水
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
そ
の
水
は
飲
ん
だ
水
で
あ
り
、
そ
の

水
は
水
道
か
ら
体
に
入
り
ま
す
。
そ
し
て
、
水
道
の
水
は
川
や
ダ
ム
か
ら
作
ら
れ
て
い
ま

す
か
ら
、
川
は
私
た
ち
の
体
に
繋
が
っ
て
い
る
と
い
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　
ま
た
、
お
米
は
田
ん
ぼ
で
採
れ
、
魚
は
川
や
海
で
採
れ
、
そ
れ
を
私
た
ち
は
食
べ
ま
す

の
で
、
つ
ま
る
と
こ
ろ
森
・
里
・
川
・
海
は
私
た
ち
の
体
に
繋
が
っ
て
い
ま
す
。
で
す
か
ら
、

森
・
里
・
川
・
海
か
ら
き
れ
い
な
水
を
得
る
た
め
に
は
、
森
・
里
・
川
・
海
そ
れ
ぞ
れ
が

き
れ
い
で
な
く
て
は
な
り
ま
せ
ん
。

　
普
段
か
ら
自
然
に
親
し
ん
で
い
る
と
、
そ
の
こ
と
は
当
た
り
前
の
こ
と
と
し
て
理
解
で

き
る
の
で
す
が
、
そ
う
で
な
い
と
人
と
森
や
川
と
の
不
可
分
な
関
係
に
気
付
か
ず
、
森
や

川
に
平
気
で
ゴ
ミ
を
捨
て
て
し
ま
い
ま
す
。

　
最
近
、
こ
う
し
た
ゴ
ミ
が
海
に
流
れ
込
み
、
海
底
に
沈
ん
で
海
の
生
物
の
生
息
場
所
を

奪
っ
た
り
、
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
の
小
さ
な
粉
（
マ
イ
ク
ロ
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
）
等
の
有
害
物
質

が
魚
類
に
付
着
し
、
そ
れ
を
食
べ
た
鳥
類
や
ク
ジ
ラ
類
の
体
内
に
蓄
積
さ
れ
、
動
物
た
ち

の
寿
命
を
縮
め
て
い
る
こ
と
が
判
明
し
つ
つ
あ
り
ま
す
。

　
川
の
上
流
か
ら
下
流
に
か
け
て
の
森
・
里
・
川
・
海
を
「
流
域
」
と
呼
ん
で
い
ま
す
。

雲
南
市
は
斐
伊
川
流
域
に
あ
り
ま
す
が
、
健
康
な
流
域

と
は
、
森
・
里
・
川
・
海
で
生
き
る
生
物
（
ヒ
ト
を
含

む
動
物
や
植
物
等
）
が
長
い
年
月
を
か
け
て
築
き
上
げ

て
き
た
食
物
連
鎖
や
共
生
な
ど
の
繋
が
り
が
、
水
や
空

気
な
ど
も
巻
き
込
ん
で
し
っ
か
り
出
来
上
が
っ
て
い
る

状
態
を
い
う
の
だ
と
思
い
ま
す
。「
森
は
海
の
恋
人
」
と

言
わ
れ
る
の
は
、
豊
か
な
森
と
き
れ
い
な
海
が
繋
が
っ

て
い
る
こ
と
の
大
切
さ
を
表
し
て
い
ま
す
。

　
斐
伊
川
流
域
の
上
流
に
位
置
す
る
雲
南
市
が
、
こ
れ

ま
で
に
も
増
し
て
き
れ
い
な
水
と
豊
か
な
森
創
り
に
努

め
る
こ
と
は
、
そ
の
ま
ま
プ
ラ
チ
ナ
社
会
の
創
造
に
繋

が
る
と
確
信
し
て
い
ま
す
。

│

き
れ
い
な
水
と
豊
か
な
森
づ
く
り

│

　つ
な
が
る
豊
か
な
森
と
き
れ
い
な
海
、

　
　
　森
・
里
・
川
・
海
で
生
き
る
い
の
ち

市長
コラム

▲斐伊川で川遊びを体験する子どもたち

来賓の方々から献花等が行われ、会場
全体で平和への誓いを新たにしました。
式典終了後には、「知らぜざる人間魚雷回

かい

天
てん

」と題し
て回天記念館（山口県周南市）の松

まつ

本
もと

紀
とし

是
ゆき

館長による
平和講演会も行われました。
　このほか、７月２日（月）から６日（金）まで平和
展示会「戦中戦後の暮らし展」が開催され、市内外か
ら多くの方が来場されました。

▲追悼のことばを述べる難波会長
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雲
南
病
院
だ
よ
り

　当院では医師、看護師をはじめとする医療職を育成することを目的に「地域医療人育成
センター」を、平成21年４月に開設しました。「地域に必要な医療人は地域で生み、育て
る」を理念に、地域医療をめざす医師、看護師の研修や実習をはじめ、医療体験セミナー
などを開催しています。今回は平成29年度の研修医、医学生の地域医療研修と小中高生
の職場体験活動について報告します。

①初期臨床研修医の指導
　※初期臨床研修医（医師免許取得２年目までの医師）の「地域医療研修」を指導
　島根大学附属病院：４人　　　松江赤十字病院：３人
　浜田医療センター：１人　　　姫路赤十字病院：５人� 　　合計13人（延べ10.5ヵ月）
�
②医学生の実習受け入れ
　島根大学医学部（地域医療実習）　
　　５年生：16人　　　６年生：８人� � 計24人
　地域医療実習　
　　夏季地域医療実習：２人
　　春季地域医療実習：３人� � 計５人� 　　合計29人（延べ222日）
�
③職場体験等セミナー事業
　高校生　高校生医療体験セミナー
　　　　　　夏季：16人　　　春季：22人� 計38人
　　　　　大東高校地域課題研究：４人
　　　　　三刀屋高校地域産業研究：11人
　中学生　加茂中学校１年生班別自主研修：18人
　　　　　中学生医療現場体験：８人
　　　　　雲南市「夢」発見ウィーク：10人
　小学生　ふるさと教育（阿用小・加茂小）：69人� 　　　　　　合計158人
�
　今後も、研修医、医学生、小中高生とあらゆる世代へ研修・実習・職場体験を積極的
に行っていきます。

地域医療人育成センター活動報告

エコー体験 阿用小 加茂小採血の模擬体験

医療現場体験（病棟
）

「夢」発見ウィーク
（放射線科）

高校生

中学生

小学生 ふるさと教育

島根大学医学部
地域医療実習 初期臨床研修医報告会
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助産師という職業を選んだきっかけは？
　はじめは助産師という職業は、女性でなければ就け
なくて分娩介助ができるというくらいしか知りませんで
したが、調べていくうちに分娩だけではなく、母乳マッ
サージや育児相談、学校での性教育、更年期の相談な
ど女性とその家族の生涯において生活をサポートして
いく役割を持っていることを知り興味を持ちました。ま
た、看護学生時代に友人の出産に立ち会い、新しい命
の誕生を一番近くで支えることのできる素晴らしさを
実際に感じることができたのもきっかけのひとつです。

雲南市立病院で働こうと思った理由は？
　幸雲南塾をきっかけに、雲南市へ何度も訪れるうち
に自然豊かで綺麗な風景やいつでも笑顔で迎え入れて
くださる出会った方々の温かさに触れ、雲南市がとて
も好きになりました。そんな雲南市にある病院で働け
たらという気持ちになり、実際に病院見学をした際に、
産後のお母さんたちのアンケートなど見せてもらい、そ
の内容からとても満足度の高いお産をされていると感
じ、自分もスタッフの一員となり、役に立ちたいという
思いが強くなり希望しました。

現在どんな仕事をしていますか？
　普段は、産後のお母さんと赤ちゃんの健康状態の
チェックや、授乳介助・沐浴やおっぱいマッサージ、退
院指導などさまざまなケアを日々行っています。お産の
入院があれば、陣痛を和らげながら安全にお産ができ
るよう最後まで
お産に付き添い
ます。また、母
子以外の入院患
者さんの看護も
行っています。

雲南市立病院で働いてみての感想は？
　助産師としてまだ新人でわからないことばかりです
が、はじめての技術などは、先輩スタッフに丁寧に教え
てもらえるので安心して働くことができています。看護
師としても経験が浅いので、看護技術についても誰に
でも気兼ねなく相談ができ、見守られている安心感が
あり、とても働きやすいです。

将来どのような助産師になりたいと思ってい
ますか？
　「ここでお産ができてよかった」と言ってもらえるよ
う、お母さんやその家族の満足度の高いケアができる
助産師になりたいです。母子の健康を守るためには時
に緊急性の高い技術も求められますが、どんな事態で
も迅速に対応できる技術を身につけていきたいです。
また、院内だけでなく、地域や学校へ出掛け、育児相
談や性教育なども行っていきたいです。

助産師の仕事のやりがいを教えてください。
　新しい命の誕生という瞬間に立ち会え、「おめでと
う！」と言葉を掛けられることです。また、産後に「市
立病院で産んで本当に良かった」「助産師さんが腰をさ

すってくれてとても気持ち
よかった」などと言って
もらったときは、とても
やりがいを感じます。生
まれてきた赤ちゃんと授
乳や育児で向き合って頑
張っているお母さんたち
から、私もとてもやる気
をもらっています。

病院で働く

 医療のプロフェッショナル

　病院では、治療を行う医師や看護師をはじめ、さまざまな職種
のスタッフが働いています。
　その多くは専門性の高いスキルや知識が必要で、国が認める国
家資格を有していなければ就けない職種がほとんどです。日進月
歩の現代医療に携わる仕事であるために、常に専門知識を磨く努
力をする必要があり、高度な専門技術に加えて、コミュニケーショ
ンスキルや人間性なども求められます。また、一人の患者さんに
複数の医療スタッフが連携して、治療やケアを行う「チーム医療」
にも取り組んでいます。

助産師の仕事について
～助産師・萬

ば ん だ い

代 麻
ま み こ

美子（２年目）～

FILE:04

Interview
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　当院では、近年の出産数の減少や高齢化による高齢患者さんの増加などにより産
科領域の混合病棟化が進んでいました。新本館棟では、安全や感染面からお母さん・
赤ちゃんを守るため産科領域をユニット化しました。
＊ユニット化とは：
　ひと続きになっている病棟の一部を産科専用の区分として使用すること

　そうした中、3月1９日新本館棟への移転開始直後に分娩入院を受け入れ、無事
元気な産声を聞くことができ、産科病棟のみならず病院全体で喜び合いました。

　人口減少や核家族化が進む中、一人でも安心して出産・育
児に取り組んでいただけるよう、産前、産後を通して、助産
師が精一杯お手伝いさせていただきます。
　また、限られた資源を有効活用していただき、妊産婦さん
や赤ちゃんに必要なお手伝いを確実にできるように、地域の
お産を守ることに貢献していきたいと思っています。

　皆さんのことを「ここ（雲南市立病院）で、
　心待ちにしています」� 『ここまち』

　また、新本館棟では病棟と産婦人科外来も一体化しました。
　専門的知識・技術を認証されたアドバンス助産師４人が中心となり、助産外来「ここまち」を開設しています。
6月から相談・指導を週１回から２回に増やし体制を整えています。
　産後一人で悩むお母さんや、子育て環境の準備に戸惑われる場合には、雲南市の委託事業として「産後ケア」
事業も行っています。どんなことでも相談ください。

産婦人科病棟編

新本館棟
紹介 「地域の出産を守り、子育て支

援を行い、地域に貢献する病院」
をめざして

▲産科ユニット出入り口産婦人科
外来

避
難
階
段

避
難
階
段

避
難
階
段

産科専用
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総
合
診
療
専
門
医
と
は
、
患
者

さ
ん
の
特
定
臓
器
に
着
目
す
る
の

で
は
な
く
、
地
域
に
住
む
あ
ら
ゆ

る
年
齢
、
性
別
の
患
者
さ
ん
の
健

康
問
題
に
向
き
合
っ
て
治
療
を
行

い
、「
患
者
を
多
角
的
に
診
る
、

家
族
・
生
活
背
景
ま
で
診
る
、
地

域
全
体
を
診
る
」
こ
と
を
実
践
す

る
専
門
医
で
す
。
総
合
診
療
医
の

育
成
は
地
域
包
括
ケ
ア
を
構
築
す

る
上
で
必
要
で
あ
り
、
当
院
で

は
、
定
期
的
に
日
本
全
国
で
診
療

を
行
っ
て
い
る
総
合
診
療
を
基
盤

と
し
た
専
門
医
を
招し
ょ
う

聘へ
い
し
、
総
合

診
療
の
ス
キ
ル
獲
得
と
教
育
シ
ス

テ
ム
の
構
築
を
図
っ
て
い
ま
す
。

　
７
月
６
日
に
今
年
度
第
１
回
目

と
な
る
研
修
会
を
開
催
し
ま
し

た
。講
師
は
沖
縄
県
立
中
部
病
院
、

総
合
内
科
・
膠こ
う
原げ
ん
病び
ょ
う

内
科
の
金き
ん
城じ
ょ
う

光み
つ

代よ

先
生
を
招
き
、「
総
合
診
療

専
門
医
に
よ
る
膠
原
病
の
見
方
と

そ
の
教
育
方
法
」
と
題
し
研
修
会

を
行
い
ま
し
た
。
ま
た
、
翌
日
は

症
例
検
討
会
や
病
棟
回
診
な
ど
を

行
い
、
膠
原
病
領
域
の
教
育
方
略

や
教
育
的
フ
ィ
ー
ド
バ
ッ
ク
を
も

ら
い
ノ
ウ
ハ
ウ
を
学
ぶ
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。

　
今
後
も
こ
の
総
合
診
療
医
研
修

会
を
継
続
し
、
総
合
診
療
医
育
成

に
お
け
る
教
育
・
研
修
体
制
の
構

築
を
図
っ
て
い
き
ま
す
。

　平成31年４月１日採用予定の職員採用試験を行います。受験希望の方は、受付期間内に受験申込
書を提出してください。詳細は、雲南市立病院ホームページ(http://unnan-hp.jp/)をご覧ください。

職員採用試験案内

１．試験区分、採用予定人数および受験資格
試験区分 採用予定人数 受験資格
看護師 ７人程度 平成元年４月２日以降に生まれた方で、看護師の免許を有する方（免許取得見込みの方含む。）

助産師 １人 平成元年４月２日以降に生まれた方で、助産師の免許を有する方（免許取得見込みの方含む。）

薬剤師 １人程度 平成元年４月２日以降に生まれた方で、薬剤師の免許を有する方（免許取得見込みの方含む。）

理学療法士 2人 平成元年４月２日以降に生まれた方で、理学療法士の免許を有する方（免許取得見込みの方含む。）

臨床検査技師 1人 平成元年４月２日以降に生まれた方で、臨床検査技師の免許を有する方（免許取得見込みの方含む。）

臨床工学技士 1人 平成元年４月２日以降に生まれた方で、臨床工学技士の免許を有する方（免許取得見込みの方含む。）
一般事務職
（行政職） 1人 平成５年４月２日以降に生まれた方で、高校卒業程度の学歴を有する方

２．受付期間
　⃝受 付 期 間　６月２５日（月）～８月１７日（金）
　⃝受 付 時 間　９時～１６時（土・日・祝日を除く）
　⃝郵送の場合　８月１７日（金）までに到着したものを受け付けます。
３．試験日時および試験会場

試験日時

【看護師 ･助産師・薬剤師・理学療法士・臨床検査技師・臨床工学技士】
　８月24日（金）　・受付：12時45分～13時00分　・試験開始：13時15分
【一般事務職（行政職）】
　第1次試験　９月１日 (土 )
　　・受付：９時00分～９時15分　　・試験開始：９時30分
　第2次試験　日程などの詳細は、第1次試験合格通知の際にお知らせします。

試験会場 雲南市立病院
※職員採用試験を通じて収集した受験者の個人情報は、職員採用試験および職員として採用された後の人事管理にかかわる事務に利用す
ることを目的とし、それ以外の目的のために使用することはありません。

　　【問い合わせ先】市立病院　総務課　☎0854-47-7532（直通）

総
合
診
療
医
育
成
研
修
会
を

開
催
し
ま
し
た

▲病棟回診 ▲症例検討会
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　平成31年４月１日採用予定の職員採用試験を行います。受験希望の方は、受付期間内に受験申込書を提出
してください。
　詳細は、雲南市ホームページ（http://www.city.unnan.shimane.jp）をご覧ください。

平成30年度 雲南市職員 採用試験（平成31年度採用）受験案内

人事課　☎ 0854-40-1021
〒699-1392　雲南市木次町里方521番地１
E-mail：jinji@city.unnan.shimane.jp

問い合わせ先

１．試験区分、採用予定人員、受験資格
試験区分 採用予定

人　　員 受　験　資　格

一 般 事 務
（大学卒業程度）

各
　若干名

⑴昭和59年４月２日から平成９年４月１日までに生まれた方。
⑵学歴・性別は問いません。
⑶日本国籍を有する方に限ります。

一 般 事 務
（高校卒業程度）

⑴平成５年４月２日から平成13年４月１日までに生まれた方。
⑵大学卒業者（卒業見込みを含む）は受験できません。
⑶性別は問いません。
⑷日本国籍を有する方に限ります。

土　木　１
（短大・高専卒業程度）

⑴平成元年４月２日から平成11年４月１日までに生まれた方。
⑵学歴・性別は問いません。
⑶日本国籍を有する方に限ります。

土　木　２
（島根県外勤務経験者）

⑴昭和59年４月２日から平成６年４月１日までに生まれた方。
⑵平成31年３月31日現在で、島根県外での土木技術経験を５年以上
有する方。（土木技術経験は民間企業、公的機関を問いません。）
⑶学歴・性別は問いません。
⑷日本国籍を有する方に限ります。

一 般 事 務
（身体障がい者）

⑴平成元年４月２日から平成13年４月１日までに生まれた方。
⑵身体障害者手帳の交付を受けている方
⑶採用後において、自力により通勤ができ、かつ、介助者なしに職務
の遂行ができる方。
⑷活字印刷文による出題に対応できる方。

３．試験日および試験会場
区　　分 試　験　日 試　験　会　場

第１次試験
９月16日（日） 雲南市役所

（雲南市木次町里方 521-1）受付時間　　８：30～８：50
試験開始　　９：15～

※第２次試験を10月中旬～10月下旬ごろに予定しております。
※職員採用試験を通じて収集した受験者の個人情報は、職員採用試験および職員として採用された後の人事管理にかかわ
る事務に利用することを目的とし、それ以外の目的のために使用することはありません。

２．受付期間
　　７月11日（水）  ～８月10日（金）
　　※受付時間は、８時 30分から17時15分まで（土・日・祝日を除く）。

▲身体障がい者を対
象とした職員採用
試験受験案内

▲職員採用試験
受験案内

15 市報うんなん

　平成31年４月１日採用予定の職員採用試験を行います。受験希望の方は、受付期間内に受験申込書を提出
してください。
　詳細は、雲南消防本部ホームページ（http://www.unnan119.jp/）をご覧ください。

２．受付期間
　　７月 17日（火）～８月 17日（金）
　　※受付時間は、８時30分～ 17時15分（土・日・祝日を
　　　除く）。

平成30年度 雲南広域連合消防職員 採用試験（平成31年度採用）受験案内

１．試験区分、採用予定人員、受験資格

試験区分 採用予定
人　　員 受　験　資　格

消防職員 若干名

⑴平成５年４月２日から平成13年４月１日までに生まれた人。
⑵日本国籍を有する人に限ります。
⑶採用後、雲南市、奥出雲町又は飯南町に居住できる人。
⑷普通自動車免許（AT車限定を除く）を有する人、又は採用後
１年以内に同免許を取得見込の人。
⑸大型自動車免許を有する人、又は採用後同免許を自己において
取得できる人。

３．試験日及び試験会場
区　　分 試験日・試験会場 試験内容 合格発表

第１次試験 ９月16日（日）
雲南広域連合

・教養試験
・消防適正検査
・作文試験
・体力検査

10月上旬

第２次試験 10月21日（日）
雲南広域連合

第１次試験合格者
に別途通知します。 11月下旬

職員採用試験を通じて収集した受験者の個人情報は、職員採用試験及び職員として採用された後の人事管
理にかかわる事務に利用することを目的とし、それ以外の目的のために使用することはありません。

雲南広域連合雲南消防本部消防総務課 ☎ 0854-40-0129
〒 699-1311　雲南市木次町里方1100番地 6

問い合わせ先
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９月で満１歳（平成29年９月生まれ）のお子さんを募集！
　写真に①お子さんの名前（ふりがな）、②お子さんの誕生日、③ご両親の名前（ふりがな）、④住所、⑤電話番号、
　⑥コメント（40字程度）を添え、郵便またはE-Mailで８月６日(月)までに情報政策課へ送付ください。

　【問】情報政策課☎0854-40-1015　
　※携帯電話で撮影される場合、顔のアップを撮影されると枠にきれいにおさまらないことがありますので注意ください。
　※市ホームページおよび子育てポータルサイトにも「わが家のHOPE」を掲載します。　※お送りいただく個人情報は「わが家のHOPE」以外の目的には使用しません。
　※郵便物またはメールが届きましたら、情報政策課から「到着確認」の電話をかけます。投稿後、当課から電話がないときは問い合わせください。

郵送される場合のあて先
　〒 699-1392　雲南市木次町里方 521-1
　雲南市役所情報政策課「わが家のHOPE」係

E-Mail で送付される場合のあて先
　jyouhouseisaku ＠ city.unnan.shimane.jp
　（タイトルは「わが家のHOPE」としてください。）

子育て情報をひとまとめにしたサイトです。ぜひ、活用ください。

http://kosodate-unnan.jp または、右記のQRコードから

子育てポータルサイト　

ゆっくり、子育て。雲南市

湊
そ う た

太ちゃん（大東町養賀）
平成 29年８月３日生まれ
１歳の誕生日おめでとう
いつも笑顔をありがとう
これからも元気に大きくなってね

犬い
ぬ
や
ま山
真し
ん
い
ち一
さ
ん
・
幸さ
ち
え恵
さ
ん
の
お
子
さ
ん

彩
さ や か

花ちゃん（大東町遠所）
平成 29年８月 13日生まれ
さやちゃんおめでとう
お姉ちゃんの笑う声が大好き
これからも３姉妹仲良くね

渡わ
た
な
べ部
慎し
ん
ご吾
さ
ん
・
涼り
ょ
う
こ子
さ
ん
の
お
子
さ
ん

正
しょうた

舵ちゃん（大東町大ケ谷）
平成 29年８月５日生まれ
１歳おめでとう
正ちゃんと過ごす毎日が宝物だよ
これからもいっぱいいけずしてね

安あ

べ部
正ま
さ
か
ず一
さ
ん
・
多た

え栄
さ
ん
の
お
子
さ
ん

夏
か ほ

帆ちゃん（三刀屋町乙加宮）
平成 29年８月 14日生まれ
夏帆１歳おめでとう
これからも元気に大きくなってね

長は
せ
が
わ
谷
川
裕ゆ
う
じ治
さ
ん
・
真ま

よ代
さ
ん
の
お
子
さ
ん

幸
さ く

玖ちゃん（木次町里方）
平成 29年８月７日生まれ
さくちゃん 1歳おめでとう (^ ^)
笑顔いっぱいで好奇心旺盛なさく
ちゃん  元気に大きく育ってね^ ^

大お
お
た田
訓さ
と
し士
さ
ん
・
さ
や
か
さ
ん
の
お
子
さ
ん

小
こ な つ

夏ちゃん（木次町西日登）
平成 29年８月 19日生まれ
こなちゃん、一歳の誕生日おめで
とう
たくさん笑って大きくなってね

奥お
く
い井
優ゆ
う
じ二
さ
ん
・
文ふ
み
こ子
さ
ん
の
お
子
さ
ん

和
あ い な

菜ちゃん（吉田町吉田）
平成 29年８月１日生まれ
笑顔いっぱい、元気いっぱい、
大きくなあれ

フ
ラ
ビ
ア
ン 

コ
ー
ラ
さ
ん
・
松ま
つ
う
ら浦
ま
ど
か
さ
ん
の
お
子
さ
ん

結
ゆ あ

心ちゃん（加茂町加茂中）
平成 29年８月２日生まれ
誕生日おめでとう
いつも皆を笑顔にしてくれてありが
とう 　元気に大きくなってね

山や
ま
も
と本
佑ゆ
う
き貴
さ
ん
・
恵め
ぐ
みさ
ん
の
お
子
さ
ん

8月で

満　歳

わが家の

お
め
で
と
う

木次線に乗ってみよう♪

【問】木次線利活用推進協議会事務局（うんなん暮らし推進課）
　 　☎0854-40-1014

シリーズ
②

シリーズ
②
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　来る８月４日（土）、松江水郷祭「湖上花
火大会」が開催予定です。当日は20時から、
西日本最大級１万発の花火が宍道湖の湖面を

彩る予定ですが、例年、自家用車での来場が非常に多く、道路が渋滞したり、駐
車場がなかなか確保できなかったりと、大変な混雑が予想されます。
　この花火大会の開催に伴い、木次線では臨時列車が次のとおり運行される予定
ですので、この機会にぜひ、ご家族やグループで便利な木次線をご利用ください。

当日、駅は大変混み合いますので、事前に最寄りの駅で往復切符をお求めください。
また、花火大会が雨天延期の場合、臨時列車も予備日に運行します。

<帰り>臨時普通列車　 木次 行
宍　　道 発 22：42
南 宍 道 〃 22：48
加 茂 中 〃 22：56
幡　　屋 〃 23：01
出雲大東 〃 23：05
南 大 東 〃 23：11
木　　次 着 23：16

<行き> 普通列車 宍道 行
木　　次 発 16:00 17:00
南 大 東 〃 16:05 17:05
出雲大東 〃 16:11 17:11
幡　　屋 〃 16:15 17:15
加 茂 中 〃 16:20 17:23
南 宍 道 〃 16:28 17:31
宍　　道 着 16:34 17:36

季
き ほ

穂ちゃん（掛合町掛合）
平成 29年８月 23日生まれ
いつもパワフルな季穂ちゃん
これからものびのび元気に成長して
いくの楽しみにしています

德と
く
し
ま島

　
也な
り
さ
ん
・
夕ゆ

き季
さ
ん
の
お
子
さ
ん

郁
い く の す け

之介ちゃん（掛合町掛合）
平成 29年８月 30日生まれ
笑顔もやんちゃな姿も全部が可愛い
郁之介 　これからも元気に大きく
たくましくなーれ

和い
ず
み泉
拓た
く
や哉
さ
ん
・
未み

か香
さ
ん
の
お
子
さ
ん

奏
か な た

汰ちゃん（木次町里方）
平成 29年８月 30日生まれ
１歳のお誕生日おめでとう
周りを笑顔にしてくれるかなちゃん
元気にのびのび育ってね

周す
と
う藤
敦あ
つ
し志
さ
ん
・
さ
や
か
さ
ん
の
お
子
さ
ん

涼
す ず か

楓ちゃん（木次町里方）
平成 29年８月 23日生まれ
１歳おめでとう
可愛い笑顔にいつも癒されてるよ
これからも元気に大きくなってね

市い
ち
ば場
将ま
さ
ひ
と仁
さ
ん
・
理り

さ沙
さ
ん
の
お
子
さ
ん

　    杏
あ こ

心ちゃん　　　　　　     李
り こ

心ちゃん
（加茂町三代）

平成 29年８月 15日生まれ
あこちゃんりこちゃんお誕生日おめでとう
これからも２人仲良くおおきくなーれ

多た

た

の
田
納
悠ゆ
う
ど
う道
さ
ん
・
千ち
ひ
ろ尋
さ
ん
の
お
子
さ
ん
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知
っ
て
く
だ
さ
い
！

　
　
　
　
タ
バ
コ
の
害
!!

　
こ
の
時
期
、
農
作
業
を
す
る
方
は
野
菜

の
収
穫
や
草
刈
り
に
忙
し
い
こ
ろ
で
す

ね
。
頑
張
り
す
ぎ
て
、
腰
や
ひ
ざ
が
痛
く

な
っ
た
方
も
多
い
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

　
大
東
町
阿
用
地
区
で
も
、
高
齢
化
に
よ

り
農
作
業
で
腰
や
ひ
ざ
の
痛
み
を
訴
え
る

方
が
増
え
る
傾
向
に
あ
り
ま
し
た
。
そ
う

し
た
中
、
地
域
住
民
が
元
気
に
農
作
業
を

続
け
ら
れ
る
よ
う
に
と
、「
ア
ヨ
有
機
農

法
塾
」
が
中
心
と
な
り
、
腰
・
ひ
ざ
痛
の

予
防
に
役
立
つ
体
操
と
し
て
「
ア
ヨ
さ
ん

体
操
」
を
考
案
し
、
平
成
24
年
度
か
ら
地

区
全
体
の
取
り
組
み
と
し
て
体
操
普
及
を

進
め
て
い
ま
す
。

　
こ
の
体
操
は
、
農
作
業
や
仕
事
の
合
間

で
も
簡
単
（
３
分
程
度
）
に
で
き
る
よ
う

構
成
さ
れ
て
お
り
、
研
究
所
も
作
成
を
支

援
し
ま
し
た
。
現
在
で
は
、
各
家
庭
や
さ

　
身
体
教
育
医
学
研
究
所
う
ん
な
ん

�

☎
０
８
５
４
―

49
―

９
０
５
０

　
皆
さ
ん
は
、
タ
バ
コ
の
煙

の
害
に
つ
い
て
知
っ
て
い
ま

す
か
？
タ
バ
コ
の
煙
に
は
、

喫
煙
者
本
人
が
直
接
吸
い
込
む
煙
「
主
流

煙
」
と
タ
バ
コ
の
先
か
ら
立
ち
上
る
煙
「
副

流
煙
」
が
あ
り
、
副
流
煙
の
方
が
主
流
煙
の

２
～
１
０
０
倍
の
有
害
物
質
を
含
ん
で
い
る

と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

　
受
動
喫
煙
と
は
、
本
人
は
喫
煙
を
し
な
く

て
も
身
の
回
り
の
タ
バ
コ
の
煙
を
吸
わ
さ
れ

て
し
ま
う
こ
と
で
、
特
に
影
響
を
受
け
や
す

い
の
が
妊
婦
や
子
ど
も
、
ぜ
ん
そ
く
な
ど
の

慢
性
疾
患
を
持
つ
人
で
す
。
喫
煙
者
の
呼
気

か
ら
は
喫
煙
後
30
分
程
度
は
有
害
物
質
が
排

出
さ
れ
る
と
言
わ
れ
、
最
近
の
研
究
で
は
、

屋
外
で
喫
煙
し
て
も
、
タ
バ
コ
を
吸
っ
た
人

の
服
や
髪
の
毛
に
有
害
物
質
が
付
着
し
、
そ

こ
か
ら
影
響
を
受
け
る
「
３
次
喫
煙
」
の
健

康
に
対
す
る
悪
影
響
が
予
想
以
上
に
大
き
い

こ
と
が
分
か
っ
て
き
ま
し
た
。「
ベ
ラ
ン
ダ

や
換
気
扇
の
下
で
吸
っ
て
い
る
か
ら
大
丈

夫
」
そ
う
思
っ
て
い
る
と
、
部
屋
の
中
は
見

え
な
い
有
害
物
質
に
汚
染
さ
れ
て
し
ま
う
の

　
阿
用
地
区
振
興
協
議
会
で
は
、
仲
間
と

一
緒
に
運
動
に
取
り
組
め
る
場
づ
く
り
と

し
て
、
今
年
５
月
か
ら
「
阿
用
い
き
い
き

健
康
サ
ロ
ン
」を
毎
週
開
催
し
て
い
ま
す
。

サ
ロ
ン
で
は
、
地
域
運
動
指
導
員
と
協
力

し
て
「
ア
ヨ
さ
ん
体
操
」
と
重
り
を
使
っ

た
筋
力
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
「
う
ん
な
ん
幸
雲

体
操
」
を
実
施
し
、
毎
回
20
人
以
上
の
方

が
誘
い
合
っ
て
参
加
し
て
い
ま
す
（
写

真
）。

　
い
つ
ま
で
も
元
気
に
農
作
業
を
続
け
る

に
は
、
丈
夫
な
足
腰
が
欠
か
せ
ま
せ
ん
。

農
作
業
と
健
康
づ
く
り
を
組
み
合
わ
せ
る

こ
と
で
、
ま
す
ま
す
地
域
が
元
気
に
な
る

と
い
い
で
す
ね
。

で
す
。

　
ま
た
、
平
成
29
年
に
島
根
県
が
行
っ
た

“
未
成
年
者
の
喫
煙
調
査
”
に
よ
れ
ば
、
平

成
22
年
の
調
査
時
か
ら
大
幅
に
改
善
し
た
も

の
の
、
喫
煙
経
験
の
あ
る
小
中
高
生
は
い
ず

れ
も
２
～
３
％
で
、
小
学
生
の
タ
バ
コ
の
入

手
方
法
は
“
家
に
あ
る
タ
バ
コ
”
が
最
も
高

率
と
い
う
結
果
が
出
ま
し
た
。

　
今
、
子
ど
も
を
タ
バ
コ
の
害
か
ら
守
る
た

め
に「
３さ

ん
な
い
」運
動
が
進
め
ら
れ
て
お
り
、

「（
手
の
届
く
と
こ
ろ
に
）
置
か
な
い
！
（
喫

煙
姿
を
）
見
せ
な
い
！
（
副
流
煙
を
）
吸
わ

せ
な
い
！
」
こ
と
が
重
要
で
あ
る
と
言
わ
れ

て
い
ま
す
。
受
動
喫
煙
に
よ
る
健
康
へ
の
影

響
は
、肺
が
ん
は
も
ち
ろ
ん
、血
液
中
に
入
っ

た
有
害
物
質
が
全
身
へ
運
ば
れ
、
脳
卒
中
・

虚
血
性
心
疾
患
な
ど
も
引
き
起
こ
し
ま
す
。

子
ど
も
に
至
っ
て
は
、
頭
の
動
き
が
に
ぶ
く

な
り
勉
強
に
集
中
し
づ
ら
く
な
る
、
運
動
機

能
が
低
下
す
る
、
身
長
が
伸
び
に
く
く
な
る

な
ど
の
影
響
も
懸
念
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
こ
の
よ
う
に
タ
バ
コ
の
煙
は
、
喫
煙
者
本

人
だ
け
で
な
く
、
喫
煙
者
を
取
り
巻
く
周
り

の
人
へ
の
影
響
も
多
大
で
あ
る
と
言
え
る
の

で
す
。
国
に
お
い
て
は
、
２
０
２
０
年
の
東

京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
盛

大
な
開
催
に
向
け
て
、
①
望
ま
な
い
受
動
喫

煙
を
な
く
す
、
②
受
動
喫
煙
に
よ
る
健
康
被

害
が
大
き
い
子
ど
も
、患
者
等
に
配
慮
す
る
、

③
施
設
の
類
型
・
場
所
ご
と
に
対
策
を
実
施

す
る
と
い
う
３
大
項
目
に
つ
い
て
、
段
階
的

に
受
動
喫
煙
防
止
策
が
進
め
ら
れ
て
い
ま

す
。
雲
南
市
に
お
い
て
も
、
妊
娠
届
時
の
面

接
や
乳
幼
児
健
診
、
健
康
教
室
等
の
場
に
お

い
て
、
妊
娠
期
か
ら
高
齢
期
ま
で
の
受
動
喫

煙
防
止
の
啓
発
活
動
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　
市
民
の
皆
さ
ん
も
、
家
庭
や
地
域
、
職
場

等
で
相
手
の
こ
と
を
思
い
や
っ
た
行
動
を
と

り
、
共
に
住
み
や
す
い
地
域
に
つ
い
て
考
え

ま
し
ょ
う
。

ま
ざ
ま
な
地
域
行
事
の
な
か
で
行
わ
れ
る

体
操
と
な
っ
て
い
ま
す
。

こんにちは、

です。
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保健師保健師保健師保健師

うんなん幸雲体操実施の様子
「うんなん幸雲体操」の詳細については地域包
括支援センター（☎0854-40-1043）へ問い
合わせください。

このコーナーでは、健康づくりに役立つ

情報や身体教育医学研究所うんなんの活

動についてお知らせします！

132

元
気
に
農
作
業
を
続
け
る
た
め
に

仲
間
と
一
緒
に
で
き
る
体
操
の
普
及

19 市報うんなん

　皆さんがこの記事を読んでいる
ときには僕はもう雲南市から離れ
アメリカにいます。この数ヵ月間
で振り返りをしてきましたが、最
後に感謝の気持ちを伝えて、僕か

ら最後の記事にしたいと思います。
　平成25年に出雲縁結び空港に到着して最初に食
べたものはうどんでした。新しいALTの皆さんと市
役所の担当者と仲良くなるいい機会で、もちっとし
たうどんは美味しかったです。引っ越してきてまず
銀行口座を作ったり、携帯電話を契約したり、アパー
トの契約にサインしたりする必要があり、とても大
変でしたが、一緒についてくれた担当者に感謝です。
　１年目から国際交流員の先輩ジェジンさんが日本
での暮らしや仕事について教えてくれました。「こ

の仕事を頑張りすぎたら倒れるよ」というアドバイ
スは、最後まで考えながら仕事してきました。頑張
りすぎたときもありましたけど、おかげさまで自分
の身体、精神、プライベートを大事にしながら任務
を全うできたと思います。
　市役所の皆さん、ありがとうございました。国際
交流関係者の皆さん、ありがとうございました。学
校の皆さん、ありがとうございました。関わってき
た各地域の皆さん、ありがとうございました。そ
して雲南市の子どもたち、ありがとうございまし
た。皆さんのおかげで無事に任務を終え、雲南市の
良さが十分に伝わりました。いつまでも第二の故郷
だと思って、アメ
リカでも頑張りま
す。そして、どこ
へ行っても雲南市
の良さを今度は僕
から伝えていきま
す。

ゲームの趣旨
　大人になる一歩手前の年代を生きる雲南市の高校生が身の
回りの地域や社会に目を向け、自分の知らないところで起
こっている出来事に関心を持つきっかけとなることを目的
に、社会課題が進んでゆく2030年までの未来を見通しなが
ら、“住民の幸せとまちの存続をいかに両立させるか”を対
話していく行政運営シミュレーションゲームです。

ゲームの概要
　５人のプレイヤーが仮想雲南市役所の各部局長になりき
り、財政危機を迎えたまちの存続のため、カード化された
15枚の事業の中から、削減する事業を話し合って決定しま
す。その議論の過程で、まちの未来の姿やそこに暮らす人々
の暮らしを想像する思考力と視野の広さを育みます。　
　最後に議会
役（教員、大
学生などの授
業協力者）に
削減する事業
を説明し、納
得してもらえ
れば、OK ！
です。

授業後の高校生の声（一部）
　・多方面から物事を考える視点が大切だと思った。
　・市民として、雲南市で実際に行われている事業を知れた
し、もっと知りたいと思った。

　・こんなに話し尽くす時間はそうない。楽しかった。

おわりに
　こうした特色あ
る教育活動の展開
により、市内高校
生の地域への関
心・貢献意欲は
年々高まっていま
す。
　今後も、さまざ
まな場面で、地
域の皆さんのご
協力をお願いし
ます。

　市内の高校では、2017年度から教育魅力化事業をスタートさせ、地域や日本、世界へと関心を向けて、そこ
に存在する「課題」を発見し解決していく意欲と創造性を持った人材の育成に取り組んでいます。
　今回は、2018年度から大東高校の総合的な学習の時間で取り組む「SIM雲南2030」を紹介します！

S
シ ム

IM雲南2030～社会課題への関心を高めるきっかけづくり～

感謝を込めて最終
回！国際交流員（ダニエル）の迷言コーナーThanks Everyone

今までありがとう！

雲南市内の チャレンジを応援してください!!

（参考）　
地域課題に対し、解決策を考え、行動（活動）したことがある
市内高校３年生の割合

　H27年度調査50.0％　　H29年度調査70.8％



私たちは、雲南市のまちづくりを応援しています。

　
雲
南
市
お
よ
び
関
係
施
設
に
次

の
ご
寄
附
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

厚
く
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

◎
雲
南
市

ふ
る
さ
と
納
税

大お
お
し
ま島

　
由よ
し

照て
る

さ
ん（
埼
玉
県
ふ
じ
み
野
市

）

梶か
じ
か
わ川

　
寿と
し

幸ゆ
き

さ
ん（
徳
島
県
徳
島
市
）

土つ
ち
う
ち内

　
章あ
き

生お

さ
ん（
神
奈
川
県
南
足
柄
市

）

加か

藤と
う

　
岳た
け

晴は
る

さ
ん（
埼
玉
県
吉
川
市
）

宇う

だ田
川が
わ

康こ
う

司じ

さ
ん（
松
　

江
　

市
）

木き

色い
ろ

久く

み

こ
美
子
さ
ん（
大
阪
府
高
槻
市
）

三み

と

や
刀
屋
秀ひ
で
あ
き明
さ
ん（
広
　

島
　

市
）

川か
わ
き
た北

　
秀ひ
で

人と

さ
ん（
東
京
都
中
央
区
）

建
築
住
宅
課

☎
０
８
５
４-

40-

１
０
６
５

　
６
月
18
日
に
発
生
し
た
大
阪
府

北
部
を
震
源
と
す
る
地
震
に
よ
り

ブ
ロ
ッ
ク
塀
が
倒
壊
し
、
尊
い
命

が
犠
牲
と
な
り
ま
し
た
。
こ
の
よ

う
な
事
故
を
防
ぐ
た
め
に
、
塀
の

所
有
者
の
皆
さ
ん
は
、
安
全
点
検

を
行
い
ま
し
ょ
う
。点
検
の
結
果
、

危
険
性
が
確
認
さ
れ
た
場
合
に

は
、
付
近
通
行
者
に
対
す
る
速
や

か
な
注
意
表
示
等
と
補
修
・
撤
去

情
報
政
策
課

☎
０
８
５
４-

40-

１
０
１
５

　
市
政
懇
談
会
で
説
明
す
る
内
容

に
つ
い
て
は
、
雲
南
夢
ネ
ッ
ト
の

あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
し
た

ブ
ロ
ッ
ク
塀
の

安
全
点
検

市
政
懇
談
会

お
め
で
と
う

ご
ざ
い
ま
す

◎
特
別
叙
勲

旭
日
単
光
章

　
地
方
自
治
功
労
に
よ
り

故
　
堀ほ
り

江え

　
淸き
よ
し
さ
ん（
三
刀
屋
町
）

◎�

「
み
ど
り
の
愛
護
」
功
労
者
国

土
交
通
大
臣
表
彰

　
前
根
波
フ
ラ
ワ
ー
同
好
会

（
三
刀
屋
町
）

天あ
ま

野の

　
桂け
い

子こ

さ
ん（
愛
知
県
愛
西
市
）

根ね

崎ざ
き

　
健け
ん

吾ご

さ
ん（
川
　

崎
　

市
）

今い
ま

城ぎ

た
か
子こ

さ
ん（
北
九
州
市
）

江え

島じ
ま

　
利と
し

典の
り

さ
ん（
奈
良
県
橿
原
市
）

坂さ
か
も
と本

　
正
し
ょ
う
え
つ悦
さ
ん（
大
阪
府
枚
方
市
）

吉よ
し

木ぎ

　
　
節
た
か
し
さ
ん（
千
葉
県
松
戸
市
）

山や
ま

田だ

　
俊と
し

夫お

さ
ん
（
東
京
都
中
野
区
）

上う
え

野の

　
英ひ
で
の
り則
さ
ん
（
和
歌
山
県
和
歌
山
市)

杉す
ぎ
む
ら村

　
卓た
く

哉や

さ
ん（
木
　

次
　

町
）

高た
か

尾お

　
　
彰
あ
き
ら
さ
ん（
木
　

次
　

町
）

矢や

た田
　
哲て
つ

也や

さ
ん（
出
　

雲
　

市
）

大お
お
た
に谷

　
　
浩
ひ
ろ
き
さ
ん（
出
　

雲
　

市
）

佐さ

藤と
う

　
英ひ
で

代よ

さ
ん（
愛
知
県
豊
橋
市
）

井い
の
う
え上

　
貴た
か

至し

さ
ん（
愛
媛
県
松
山
市
）

奈な

ら

い
良
井
健け
ん

悟ご

さ
ん（
松
　

江
　

市
）

星ほ
し

野の

　
　
航
わ
た
る
さ
ん（
岡
山
県
真
庭
市
）

堀ほ
っ

田た

　
聰さ
と

子こ

さ
ん（
東
京
都
江
東
区
）

樋ひ
の
し
た下

　
稔と
し

生お

さ
ん（
川
　

崎
　

市
）

◎
市
内
小
中
学
校
お
よ
び
図
書
館

図
書
「
魂
の
点
火
者
」

加か

藤と
う

歓か
ん

一い
ち
ろ
う郎
遺
徳
顕
彰
会

（
木
　

次
　

町
）

◎
加
茂
図
書
館

寄
附
金

鍔つ
ば

木き

　
　
篤
あ
つ
し
さ
ん（
加
　

茂
　

町
）

等
の
実
施
を
お
願
い
し
ま
す
。
安

全
点
検
の
チ
ェ
ッ
ク
ポ
イ
ン
ト
は

市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ

い
。
詳
し
く
は
、
建
築
士
等
の
専

門
家
ま
た
は
建
築
住
宅
課
へ
相
談

く
だ
さ
い
。

◎
永
井
隆
記
念
館

永
井
博
士
色
紙

　
貞さ
だ
か
ね包

　
伊い

織お
り

さ
ん（
長
崎
県
諫
早
市
）

◎
永
井
隆
記
念
館
図
書
室

寄
附
金

　
平
成
三
十
年
三
刀
屋
町

還
暦
祝
賀
会
参
加
者
一
同

厚さ

根入れ

控え壁

鉄筋

高さ

ひび割れ

番
組
で
、
７
月
16
日
㈪
、
20
日
㈮
、

８
月
１
日
㈬
に
放
送
し
、
事
前
に

皆
さ
ん
に
内
容
を
お
知
ら
せ
し
ま

す
の
で
、
ぜ
ひ
ご
覧
く
だ
さ
い
。

　
ま
た
、
子
育
て
世
代
の
皆
さ
ん

に
も
安
心
し
て
参
加
し
て
も
ら
え

る
よ
う
各
会
場
に
臨
時
の
託
児
所

を
開
設
、
手
話
通
訳
も
準
備
し
ま

す
。

　
な
お
、
お
手
数
を
お
掛
け
し
ま

す
が
託
児
所
を
利
用
さ
れ
る
場
合

は
、
開
催
日
の
３
日
前
ま
で
に
開

催
町
の
総
合
セ
ン
タ
ー
自
治
振
興

課
へ
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

開 催 町 会　　　場 開　催　日　時
大 東 町 大東地域交流センター ７月24日（火）19時～21時
掛 合 町 掛合交流センター ７月26日（木）19時～21時
吉 田 町 吉田健康福祉センター ７月30日（月）19時～21時
加 茂 町 加茂健康福祉センター  かもてらす ８月２日（木）19時～21時
木 次 町 木次経済文化会館チェリヴァホール ８月７日（火）19時～21時
三刀屋町 三刀屋交流センター ８月９日（木）19時～21時
※どこの会場へ参加されても構いません。
※加茂会場は、「ラメール」から「かもてらす」へ変更になりました。

市政懇談会の日程
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私たちは、雲南市のまちづくりを応援しています。

男
女
共
同
参
画
セ
ン
タ
ー

☎
０
８
５
４-

42-

１
７
６
７

　
法
律
等
に
関
す
る
相
談
を
希
望

さ
れ
る
女
性
を
対
象
に
、
女
性
弁

護
士
に
よ
る
無
料
弁
護
士
相
談
を

実
施
し
ま
す
。
相
談
は
無
料
で
秘

密
は
厳
守
さ
れ
ま
す
。

　
希
望
の
方
は
、
相
談
日
の
前
日

ま
で
に
電
話
予
約
し
て
く
だ
さ

い
。

【
日
時
】

　
８
月
２
日
㈭
13
時
30
分
か
ら
15

時
40
分
ま
で
（
４
枠
先
着
順
）

【
相
談
の
内
容
例
】

　
結
婚
・
離
婚
・
男
女
間
の
こ
と

や
パ
ー
ト
ナ
ー
等
か
ら
の
暴
力
で

悩
ん
で
い
る
こ
と
な
ど
…
。

人
権
セ
ン
タ
ー

☎
０
８
５
４-

42-

１
７
６
７

　
松
江
地
方
法
務
局
と
島
根
県
人

権
擁
護
委
員
連
合
会
で
は
、
子
ど

も
を
め
ぐ
る
さ
ま
ざ
ま
な
人
権
問

題
の
解
決
を
図
る
た
め
の
取
組
の

一
つ
と
し
て
、
８
月
29
日
㈬
か

ら
９
月
４
日
㈫
ま
で
の
７
日
間

を
、『
全
国
一
斉
「
子
ど
も
の
人

権
１
１
０
番
」
強
化
週
間
』
と
定

め
、
い
つ
も
よ
り
時
間
を
延
長
し

て
電
話
相
談
を
実
施
し
ま
す
。

　
い
じ
め
で
悩
ん
で
い
る
人
、
学

校
や
家
庭
の
こ
と
な
ど
普
段
の
生

活
の
中
で
悩
み
が
あ
る
人
は
、
ど

う
ぞ
電
話
を
掛
け
て
み
て
く
だ
さ

い
。
相
談
は
無
料
で
、
秘
密
は
厳

守
さ
れ
ま
す
。

【
実
施
期
間
】　

　
８
月
29
日
㈬
か
ら
９
月
４
日
㈫

ま
で

【
相
談
時
間
】　

　
８
時
30
分
か
ら
19
時
ま
で

　
た
だ
し
、
土
曜
日
・
日
曜
日
は
、

10
時
か
ら
17
時
ま
で

　「
子
ど
も
の
人
権
１
１
０
番
」

市
民
生
活
課

☎
０
８
５
４-

40-

１
０
３
１

　
福
祉
医
療
証
（
資
格
証
）
の
有

効
期
限
は
９
月
30
日
で
す
。
各
総

合
セ
ン
タ
ー
市
民
福
祉
課
ま
た
は

市
民
生
活
課
で
、
８
月
中
に
更
新

申
請
の
手
続
き
を
し
て
く
だ
さ

い
。

◦�

対
象
者
に
は
申
請
書
を
送
付
し

ま
す
。
そ
の
際
、
申
請
に
必
要

な
も
の
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

◦�

新
し
い
福
祉
医
療
証（
資
格
証
）

は
、
９
月
末
に
送
付
し
ま
す
。

◦�

な
お
、
７
月
２
日
㈪
以
降
に

行
っ
た
申
請
に
よ
り
福
祉
医
療

証
（
資
格
証
）
の
交
付
を
受
け

た
方
は
、
今
回
の
更
新
申
請
は

必
要
あ
り
ま
せ
ん
。

健
康
づ
く
り
政
策
課

☎
０
８
５
４-

40-

１
０
４
０

　
食
生
活
改
善
推
進
員
養
成
講
座

を
開
催
し
ま
す
。
食
生
活
改
善
推

進
員
は
地
域
で
食
を
通
じ
た
健
康

づ
く
り
を
行
っ
て
い
ま
す
。
講
座

を
受
講
し
、
あ
な
た
も
食
を
通
し

た
健
康
づ
く
り
の
ス
ペ
シ
ャ
リ
ス

ト
に
な
り
ま
せ
ん
か
。
皆
さ
ん
の

女
性
弁
護
士
相
談

全
国
一
斉「
子
ど
も
の
人
権

１
１
０
番
」電
話
相
談

福
祉
医
療
証(

資
格
証)

の
更
新
手
続
き

食
生
活
改
善
推
進
員

育
成
講
座
受
講
者
募
集

　
☎
０
８
５
４-

42-

３
８
３
８

（
女
性
相
談
専
用
ダ
イ
ヤ
ル
）

【
今
後
の
実
施
予
定
】

　
11
月
30
日
㈮
13
時
30
分
か
ら
15

時
40
分
ま
で

　
☎
０
１
２
０-

０
０
７-

１
１
０

◎市県民税（第２期）
◎国民健康保険料（第２期）
◎後期高齢者医療保険料（第２期）
納期限は８月31日（金）です。

参
加
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

【
対
象
】

　
食
を
通
し
た
健
康
づ
く
り
に
興

味
が
あ
り
、
食
生
活
改
善
推
進
員

と
し
て
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
に
取

り
組
ん
で
い
た
だ
け
る
方

【
受
講
料
】

　
２
千
円
（
テ
キ
ス
ト
、
食
材
費

と
し
て
）

【
開
催
日
】

　
９
月
か
ら
11
月
ま
で
の
５
回
、

時
期
未
定
１
回
の
全
６
回

【
内
容
】

　
講
義
、
調
理
実
習
、
地
区
活
動

へ
の
参
加
等

【
定
員
】

　
30
人
（
年
齢
・
性
別
は
問
い
ま

せ
ん
）

【
募
集
期
間
】

　
８
月
１
日
㈬
か
ら
９
月
７
日
㈮

ま
で

【
申
込
方
法
】

　
健
康
づ
く
り
政
策
課
へ
電
話
ま

た
は
Ｆ
Ａ
Ｘ
（
住
所
、
氏
名
、
電

話
番
号
を
ご
記
入
の
上
）
で
申
し

込
み
く
だ
さ
い
。
電
話
で
申
し
込

み
の
際
に
は
「
食
改
養
成
講
座
受

講
希
望
」
と
お
伝
え
く
だ
さ
い
。
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子
ど
も
家
庭
支
援
課

☎
０
８
５
４-

40-

１
０
６
７

　
児
童
を
養
育
し
て
い
る
ひ
と
り

親
家
庭
等
へ
の
生
活
支
援
お
よ
び

そ
の
児
童
の
健
や
か
な
成
長
を

願
っ
て
支
給
さ
れ
る
手
当
で
す
。

【
受
給
資
格
】

　
次
の
条
件
に
当
て
は
ま
る
18
歳

に
達
す
る
日
以
降
の
最
初
の
３
月

31
日
ま
で
の
児
童
を
監
護
し
て
い

る
父
ま
た
は
母
、
ま
た
は
父
母
に

か
わ
っ
て
そ
の
児
童
を
養
育
し
て

い
る
方
が
受
給
で
き
ま
す
。

①
父
母
が
婚
姻
を
解
消
し
た
児
童

②
父
ま
た
は
母
が
死
亡
し
た
児
童

③�

父
ま
た
は
母
が
重
度
の
障
が
い

に
あ
る
児
童
等

※�

他
に
も
い
く
つ
か
の
条
件
が
あ

り
ま
す
の
で
、
詳
し
く
は
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

【
支
給
額
】

◦�

児
童
１
人
の
と
き
、前
年
の
所
得

に
応
じ
、
月
額
１
万
０
０
３
０

円
か
ら
４
万
２
５
０
０
円
ま
で

の
10
円
き
ざ
み
の
額
。

◦�

児
童
２
人
の
と
き
、月
額
５
０
２
０

　
円
か
ら
１
万
０
０
４
０
円
加
算
。

◦�

３
人
目
以
降
は
児
童
１
人
ご
と

に
、
月
額
３
０
１
０
円
か
ら

６
０
２
０
円
加
算
。

※�

前
年
の
所
得
が
一
定
額
以
上
で

子
ど
も
家
庭
支
援
課

☎
０
８
５
４-

40-
１
０
６
７

　
８
月
は
児
童
扶
養
手
当
「
現
況

届
」
の
提
出
月
で
す
。
児
童
扶
養

手
当
の
受
給
者
の
方
（
所
得
超
過

の
た
め
支
給
停
止
の
方
を
含
む
）

は
、
今
後
１
年
間
の
受
給
資
格
を

審
査
す
る
た
め
年
１
回
の
現
況
届

の
提
出
が
法
律
で
義
務
付
け
ら
れ

子
ど
も
家
庭
支
援
課

☎
０
８
５
４-

40-

１
０
６
７

母
子
家
庭
等
自
立
支
援
給
付
金
事
業

⃝

自
立
支
援
教
育
訓
練
給
付
金

　
医
療
事
務
・
ホ
ー
ム
ヘ
ル
パ
ー

な
ど
指
定
の
教
育
訓
練
を
受
講
す

る
際
、
受
講
料
の
一
部
を
助
成
し

ま
す
。

※�

受
講
開
始
後
の
申
請
は
で
き
ま

せ
ん
。

⃝

高
等
職
業
訓
練
促
進
給
付
金

　
看
護
師
・
保
育
士
な
ど
の
専
門

的
な
資
格
を
取
得
す
る
た
め
１
年

以
上
養
成
機
関
で
修
業
す
る
際
、

生
活
の
負
担
を
軽
減
す
る
た
め
一

定
期
間
給
付
金
を
支
給
し
ま
す
。

※�

事
前
相
談
が
必
要
と
な
り
ま

す
。
修
了
（
卒
業
）
後
の
申
請

は
で
き
ま
せ
ん
。

母
子
・
父
子
自
立
支
援
プ
ロ
グ
ラ

ム
策
定
事
業

　
児
童
扶
養
手
当
受
給
者
等
に
対

し
て
、
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
と
の
連
携

を
密
に
し
つ
つ
、
き
め
細
や
か
で

継
続
的
な
自
立
・
就
労
支
援
を
実

施
し
ま
す
。

児
童
扶
養
手
当

児
童
扶
養
手
当

「
現
況
届
」の
提
出

ひ
と
り
親
家
庭
の
方
が

利
用
で
き
る
各
種
制
度

819月 日

食 育 日の
毎月１９日は

健康づくり政策課 ☎0854-40-1040

私たちは、雲南市のまちづくりを応援しています。

長
寿
障
が
い
福
祉
課

☎
０
８
５
４-
40-

１
０
４
２

　
介
護
保
険
の
要
介
護
認
定
を
受

け
た
方
を
在
宅
で
介
護
さ
れ
て
い

る
方
を
対
象
に
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
教

室
を
開
催
し
ま
す
。

【
内
容
】

　
飯
南
町
大
し
め
な
わ
創
作
館
見

学
、
し
め
な
わ
作
り
体
験
、
加
田

の
湯
（
昼
食
・
交
流
・
温
泉
）

【
日
時
】

　
10
月
24
日
㈬
９
時
か
ら
16
時
頃

ま
で

【
参
加
費
】

　
２
千
円
程
度

【
申
し
込
み
】

　
９
月
14
日
㈮
ま
で
に
長
寿
障
が

い
福
祉
課
へ
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

家
族
介
護
者
交
流

リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
教
室

あ
る
と
き
は
、
手
当
は
支
給
さ

れ
ま
せ
ん
。

【
手
当
の
支
給
】

　
手
当
は
、
手
続
き
さ
れ
た
月
の

翌
月
か
ら
支
給
さ
れ
、
４
月
・
８

月
・
12
月
期
に
、
支
給
月
の
前
月

分
ま
で
の
手
当
が
指
定
さ
れ
た
口

座
に
振
り
込
ま
れ
ま
す
。

【
手
続
き
・
問
い
合
わ
せ
先
】

　
各
総
合
セ
ン
タ
ー
市
民
福
祉
課

ま
た
は
子
ど
も
家
庭
支
援
課

【
受
給
者
の
方
へ
】

こ
ん
な
時
に
は
届
け
出
を
！

①��

婚
姻
し
た
場
合
（
入
籍
は
し
て

い
な
い
が
事
実
上
婚
姻
関
係
と

同
様
の
事
情
に
あ
る
と
き
を
含

む
。）

②�

公
的
年
金
を
受
け
る
こ
と
が
で

き
る
よ
う
に
な
っ
た
場
合

③�

児
童
の
父
ま
た
は
母
と
同
居
す

る
よ
う
に
な
っ
た
場
合
等

て
い
ま
す
。

　
こ
の
届
を
提
出
さ
れ
な
い
場

合
、
12
月
期
か
ら
の
手
当
が
受
け

ら
れ
ま
せ
ん
の
で
、
注
意
し
て
く

だ
さ
い
。
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税
務
課

☎
０
８
５
４-

40-

１
０
３
４

　
地
方
税
法
の
改
正
に
伴
い
雲
南

市
税
条
例
の
一
部
を
改
正
し
ま
し

た
の
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

固
定
資
産
税
課
税
標
準
の
特
例

　
中
小
企
業
に
よ
る
設
備
投
資
の

促
進
に
向
け
て
、「
生
産
性
向
上

特
別
措
置
法
」
の
規
定
に
よ
り
市

が
主
体
的
に
作
成
し
た
計
画
に
基

づ
き
行
わ
れ
た
中
小
企
業
の
一
定

の
設
備
投
資
に
つ
い
て
、
固
定
資

産
税
を
３
年
間
ゼ
ロ
と
す
る
特
例

措
置
が
創
設
さ
れ
ま
し
た
。

都
市
計
画
課

☎
０
８
５
４-

40-

１
０
６
４

　
屋
外
広
告
物
の
表
示
お
よ
び
屋

外
広
告
物
を
掲
出
す
る
物
件
の
設

置
に
関
し
必
要
な
知
識
を
習
得
す

る
た
め
の
講
習
会
で
す
。

　
な
お
、
屋
外
広
告
業
を
営
む
方

は
、
営
業
所
ご
と
に
屋
外
広
告
物

講
習
会
の
修
了
者
等
一
定
の
知

識
・
資
格
の
あ
る
方
を
配
置
す
る

こ
と
が
必
要
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

【
開
催
日
時
】

　
８
月
28
日
㈫
９
時
30
分
か
ら
17

時
ま
で

　
８
月
29
日
㈬
９
時
か
ら
12
時
ま

で【開
催
場
所
】

　
松
江
市
市
民
活
動
セ
ン
タ
ー

　（
松
江
市
白
潟
本
町
43
番
地

　
Ｓス
テ
ィ
ッ
ク

Ｔ
Ｉ
Ｃ
ビ
ル
）

【
内
容
】

　
屋
外
広
告
物
の
法
令
、
表
示
の

方
法
お
よ
び
施
工
に
関
す
る
事
項

【
受
講
手
数
料
】

　
３
９
７
０
円
（
テ
キ
ス
ト
代
は

別
途
）

【
受
付
期
間
】

　
８
月
10
日
㈮
ま
で

【
問
い
合
わ
せ
先
】

　
島
根
県
都
市
計
画
課

　
☎
０
８
５
２-

22-

６
１
４
３

水
道
局
営
業
課

☎
０
８
５
４-

42-

５
３
２
２

　
平
成
30
年
度
の
事
前
講
習
会
と

試
験
が
次
の
と
お
り
実
施
さ
れ
ま

す
の
で
、
希
望
さ
れ
る
方
は
申
し

込
み
く
だ
さ
い
。

受
験
準
備
講
習

【
日
時
】

　
11
月
６
日
㈫
９
時
か
ら
12
時
ま

で【場
所
】

　
く
に
び
き
メ
ッ
セ

（
松
江
市
学
園
南
）

資
格
認
定
試
験

【
日
時
】

　
11
月
25
日
㈰
９
時
30
分
か
ら
11

時
30
分
ま
で

【
場
所
】

　
く
に
び
き
メ
ッ
セ

【
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先
】

　
島
根
県
下
水
道
協
会

（
松
江
市
上
下
水
道
局
総
務
課
内
）

　
☎
０
８
５
２-

55-

４
９
０
９

　
FAX
０
８
５
２-

55-

４
８
９
０

　
な
お
、
申
込
要
項
は
水
道
局
営

業
課
で
も
取
り
扱
っ
て
い
ま
す
。

平
成
30
年
度

市
税
条
例
改
正

平
成
30
年
度
島
根
県
・
松

江
市
屋
外
広
告
物
講
習
会

下
水
道
排
水
設
備
工
事

責
任
技
術
者
試
験

私たちは、雲南市のまちづくりを応援しています。

寡
婦
（
夫
）
控
除
の
み
な
し
適
用

の
実
施

　
20
歳
未
満
の
子
を
養
育
す
る
結

婚
歴
の
な
い
ひ
と
り
親
家
庭
を
対

象
に
、
子
育
て
な
ど
の
サ
ー
ビ
ス

に
つ
い
て
、税
法
上
の「
寡
婦（
夫
）

控
除
等
」
が
適
用
さ
れ
る
も
の
と

み
な
し
て
、
利
用
料
等
な
ど
の
算

出
を
行
う
制
度
を
実
施
し
ま
す
。

　
詳
し
い
内
容
に
つ
い
て
は
、
子

ど
も
家
庭
支
援
課
へ
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

島
根
県
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

http://w
w
w
.pref.shim

ane.
lg.jp/infra/nature/keikan/
okugai/kousyukai1.htm

l

消
費
生
活
セ
ン
タ
ー

☎
０
８
５
４-

40-

１
１
２
３

　
消
費
者
ト
ラ
ブ
ル
が
後
を
絶
た

な
い
中
で
、
地
域
で
活
躍
す
る
消

費
者
リ
ー
ダ
ー
の
育
成
を
目
的
と

し
て
、
入
門
編
の
講
座
を
開
催
し

ま
す
。
消
費
生
活
に
関
す
る
知
識

を
深
め
る
た
め
に
、
あ
な
た
も
学

ん
で
み
ま
せ
ん
か
。

【
日
程
】

第
１
回
　
９
月
29
日
㈯

第
２
回
　
10
月
19
日
㈮

13
時
10
分
か
ら
16
時
50
分
ま
で

【
会
場
】

　
雲
南
市
役
所
本
庁
舎
２
階
会
議
室

【
参
加
料
】
無
料

【
定
員
】
30
人

【
講
師
】

　
大
学
教
授
、
農
林
水
産
省
職
員

等※�

在
宅
で
パ
ソ
コ
ン
等
を
利
用
し

た
受
講
も
で
き
ま
す
。

【
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先
】

　
島
根
県
消
費
と
く
ら
し
の
安
全
室

　
☎
０
８
５
２-

22-

５
１
０
３

　
FAX
０
８
５
２-

32-

５
９
１
８

【
申
込
締
切
】

　
９
月
10
日
㈪
ま
で
（
定
員
に
な

り
次
第
、
締
め
切
り
ま
す
）。

島
根
県
消
費
者
リ
ー
ダ
ー

育
成
講
座
【
雲
南
会
場
】

受
講
生
募
集

広 告 枠
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番号○○○○○

自　動　車　検　査　証 平成○○年○○月○○日　　軽自動車検査協会　

初度検査年月 自動車の種別 用途 自家用・事業用の別

平成
　　年　月

乗車定員 最大積載量 車両重量

人 kg kg
類種の料燃式型名車 総排気量又は定格出力 前軸重 後軸重

kg kg

原動機の形式

車台番号

kg
形式指定番号 類別区分番号

cm cm cm

式形の体車日月年付交号番両車

長さ 幅 高さ車両総重量

平成
　　年　月　日

年度ごとの軽自動車税（４月１日）
H17 H25 H26 H27 H28 H29 H30 H31 H32 ～

軽トラック 平成１７年３月新車購入 4,000 4,000 4,000 4,000 4,000 4,000 6,000 6,000 6,000 ～

軽乗用車 平成２５年５月中古車購入

初度検査平成１７年９月 7,200 7,200 7,200 7,200 7,200 12,900 12,900 ～

初度検査年月から１３年経過後最初の４月から重課適用（１．２倍）

私たちは、雲南市のまちづくりを応援しています。

軽自動車税のグリーン化
　環境性能に優れた車の普及を促進するため軽自動車税に、グリーン化特例（25%～75%軽減）、環境負荷
が大きい車について重課（平成27年４月から適用されている新税率の 1.2 倍）する制度が導入されています。
　グリーン化特例は電気自動車や①平成17年排出ガス基準75%達成車でかつ②平成27～32年度燃費基準
達成車+α達成車が対象で、初年度の軽自動車税が達成割合により軽減されます。
　重課制度は平成28年４月１日課税分から始まっています。対象となる車は新車登録検査年月から13年を
経過した軽四自動車等で、それ以降、軽自動車税が1.2倍となります。
（地方税法で軽自動車ごとの税率（標準税率）が定められており、同額が市税条例で規定されています。）

※税制全体のグリーン化
　国は第４次環境基本計画（平成24年４月27日閣議決定）に基づき、持続可能な社会を構築するため、低
炭素・循環型・自然共生など幅広い環境分野において税制全体のグリーン化を進めることとしました。省エ
ネルギー対策、再生可能エネルギー、省エネ住宅の普及など、税制面から持続可能な社会を推進するため、
さまざまな税制措置が講じられ、車体に対する課税（軽自動車税や自動車税）もその中の一つです。
（現在、第５次環境基本計画（平成30年４月17日閣議決定）に推進策が引き継がれています。）

　軽自動車税（原付、農耕車、軽四輪等）は４月１日の所有者に対して課税されます。
　４月１日を過ぎて廃車、譲渡等の手続きをされた場合 (納税通知書が手元に届く前でも )その年の税金は課税され
ます。一方、４月２日以降に登録手続きをされた場合は翌年度からの課税となります。

�※�平成27年４月１日以降に初度検査を受けた車両は新税率となります。
　軽トラック5,000円（旧税率4,000円）、軽乗用車10,800円（旧税率7,200円）、
　重課税率は新税率の1.2倍となります。

問い合わせ先　税務課　☎ 0854-40-1034

最初の新車登録検査年月

広 告 枠
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長
寿
障
が
い
福
祉
課

☎
０
８
５
４-

40-

１
０
４
２

　
市
で
は
、
住
み
慣
れ
た
地
域
で

の
在
宅
生
活
支
援
の
ひ
と
つ
と
し

て
、
急
病
や
災
害
な
ど
の
緊
急
時

に
対
応
で
き
る
緊
急
通
報
サ
ー
ビ

ス
の
加
入
費
用
や
月
額
使
用
料
な

ど
の
一
部
に
つ
い
て
助
成
を
行
っ

て
い
ま
す
。

【
助
成
対
象
サ
ー
ビ
ス
】

　
民
間
事
業
者
が
提
供
す
る
次
の

サ
ー
ビ
ス
で
す
。

基
本
サ
ー
ビ
ス

・�

緊
急
通
報
サ
ー
ビ
ス
（
非
常
用

ボ
タ
ン
）

・�

見
守
り
サ
ー
ビ
ス
（
メ
ー
ル
ス

緊
急
通
報
サ
ー
ビ
ス

助
成
事
業
補
助
金

うんなん家庭の日
雲（うん）と遊ぼう!! 南（なん）でも話そう!!

社会教育課　☎0854-40-1073

月8 19 日

毎月第３
日曜日は
毎月第３
日曜日は

月 19 日8

イ
ッ
チ
・
火
災
報
知
器
・
扉
開

閉
セ
ン
サ
ー
等
）

身
に
つ
け
る
サ
ー
ビ
ス

・��

ペ
ン
ダ
ン
ト
式
非
常
用
ボ
タ
ン

等
【
助
成
対
象
者
】

　
住
民
税
非
課
税
世
帯
で
、
次
の

い
ず
れ
か
に
該
当
さ
れ
る
方
。

・
65
歳
以
上
で
一
人
暮
ら
し
の
方

・�

65
歳
以
上
の
方
の
み
の
世
帯
の

方
・�

65
歳
以
上
の
方
と
障
が
い
者
の

み
の
世
帯
の
方

・�

障
が
い
者
で
一
人
暮
ら
し
の
方

※�

「
月
額
使
用
料
」「
身
に
つ
け
る

サ
ー
ビ
ス
」
は
別
途
要
件
が
あ

り
ま
す
。

【
助
成
金
額
】

・
初
期
設
置
費
用
　
２
万
２
千
円

・
ペ
ン
ダ
ン
ト
式
非
常
用
ボ
タ
ン
　

３
万
６
千
円

・
月
額
費
用
　
　
　
１
０
５
０
円

【
対
象
事
業
者
】

・
ア
ル
ソ
ッ
ク
山
陰
㈱

・
㈱
セ
ー
フ
テ
ィ
ネ
ク
ス
ト

・
セ
コ
ム
山
陰
㈱
出
雲
営
業
所

・
北
陽
警
備
保
障
出
雲
営
業
所

・�

Ａア

ル

ソ

ッ

ク

Ｌ
Ｓ
Ｏ
Ｋ
あ
ん
し
ん
ケ
ア
サ

ポ
ー
ト
㈱
中
国
営
業
所

・
Ｍエ
ム
ツ
ー
エ
ム

２
Ｍ
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
ズ
㈱

※�

サ
ー
ビ
ス
内
容
や
料
金
等
に
つ

い
て
は
、
各
事
業
者
に
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

緊急通報サービスの一例 

出　動  

 

協力員（近隣者など）

 

警備会社等

安否確認

要請

協力機関
（消防署）

 
 

連

　絡

通

　報

確

　認

緊
急
出
動

民間受信センター

出　動

連

　絡

通

　報

確

　認

緊
急
出
動

緊急通報システム
高齢者宅

建
築
住
宅
課

☎
０
８
５
４-

40-

１
０
６
５

　
定
住
人
口
の
増
加
お
よ
び
地
域

活
性
化
の
た
め
に
、
市
内
に
宅
地

を
購
入
し
定
住
す
る
子
育
て
世
帯

を
対
象
に
、
宅
地
購
入
費
に
対
し

て
補
助
金
を
交
付
し
ま
す
。

【
条
件
】

◦�

民
間
売
買
に
よ
っ
て
購
入
し
た

市
内
の
住
宅
地
で
次
に
よ
る
場

合・�

住
宅
を
新
築
す
る
た
め
に
住

宅
地
を
購
入
す
る
場
合

・�

中
古
住
宅
を
住
宅
地
と
一
緒

に
購
入
す
る
場
合

◦�

住
宅
地
の
購
入
費
が
１
０
０
万

円
以
上

◦�

平
成
27
年
４
月
１
日
以
降
の
売

買
契
約
に
よ
る
も
の
で
、
土
地

の
登
記
が
完
了
し
て
い
な
い
こ

と
【
補
助
内
容
】

　
宅
地
購
入
価
格
の
10
分
の
１

（
最
大
50
万
円
）

　
年
間
予
算
枠
が
あ
り
ま
す
の
で

早
め
に
相
談
く
だ
さ
い
。

　
補
助
率
や
条
件
等
、
詳
し
い
内

容
は
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

子
育
て
世
帯
と
は

・�

夫
婦
の
年
齢
も
し
く
は
夫
婦
い

ず
れ
か
の
年
齢
が
40
歳
未
満
で

子
育
て
世
帯
定
住
宅

地
購
入
支
援
事
業

あ
る
世
帯
、
ま
た
は
年
齢
が
16

歳
未
満
の
お
子
さ
ん
が
い
る
世

帯
商
工
振
興
課

☎
０
８
５
４-

40-
１
０
６
５

　
働
き
た
い
け
ど
ブ
ラ
ン
ク
が

あ
っ
て
何
か
ら
始
め
て
い
い
の
か

分
か
ら
な
い
、
子
育
て
中
で
就
職

し
た
い
が
一
歩
を
踏
み
出
せ
な

い
。
そ
ん
な
女
性
を
応
援
す
る
セ

ミ
ナ
ー
を
開
催
し
ま
す
。（
定
員

30
人
）

※
参
加
費
無
料
、託
児
無
料
で
す
。

【
日
時
】

　
９
月
11
日
㈫
10
時
か
ら
12
時
ま

で【場
所
】

　
労
働
会
館

（
松
江
市
御
手
船
場
町
５
５
７-

７
）

【
講
師
】

　
今い
ま
お
か岡
文ふ
み

香か

さ
ん
（
国
家
資
格

キ
ャ
リ
ア
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
、
産

業
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
）

【
申
し
込
み
先
】

　
就
職
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
島
根

（
レ
デ
ィ
ー
ス
仕
事
セ
ン
タ
ー
松

江
）
☎
０
８
５
２-

61-

６
１
１
７

※�

定
員
に
な
り
次
第
締
め
切
り
ま

す
。

※�

託
児
を
希
望
の
方
９
月
３
日
㈪

ま
で
に
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

女
性
の
た
め
の
再
就

職
応
援
セ
ミ
ナ
ー

25 市報うんなん



危
機
管
理
室

☎
０
８
５
４-
40-

１
０
２
７

　
原
子
力
や
放
射
線
に
つ
い
て
、

専
門
家
を
招
き
、
島
根
県
主
催
に

よ
る
講
演
会
が
開
催
さ
れ
ま
す
。

今
年
度
は
原
発
の
廃
炉
を
テ
ー
マ

に
講
演
い
た
だ
く
ほ
か
、
島
根
県

が
実
施
し
て
い
る
原
子
力
防
災
対

策
に
つ
い
て
説
明
し
ま
す
。
皆
さ

ん
の
参
加
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

松
江
会
場

　
９
月
９
日
㈰
９
時
30
分
か
ら
11

時
30
分
ま
で
。
く
に
び
き
メ
ッ
セ

（
松
江
市
学
園
南
一
丁
目
２
番
１
号
）

出
雲
会
場

　
９
月
９
日
㈰
14
時
か
ら
16
時
ま

で
。
ビ
ッ
グ
ハ
ー
ト
出
雲
（
出
雲

市
駅
南
町
一
丁
目
５
番
地
）

【
内
容
】

講

　師

　
福
井
大
学
付
属
国
際
原
子
力

工
学
研
究
所
　
特
命
教
授

　
柳
や
な
ぎ
は
ら原

　
敏
さ
と
し
さ
ん

演

　題

　「
知
っ
て
お
き
た
い
廃
炉
の
は

な
し
」

【
参
加
費
】
無
料

【
申
し
込
み
先
】

　
島
根
県
原
子
力
安
全
対
策
課

　
☎
０
８
５
２-

22-

５
６
６
７

【
締
切
】
８
月
31
日
㈮

平
成
30
年
度
島
根

県
原
子
力
講
演
会

※�

事
前
申
し
込
み
の
な
い
場
合
で

も
当
日
参
加
い
た
だ
け
ま
す
が
、

座
席
数
に
は
限
り
が
あ
り
ま
す
。

観
光
振
興
課

☎
０
８
５
４-

40-

１
０
５
４

　
Ｔト

ワ

イ

ラ

イ

ト

Ｗ
Ｉ
Ｌ
Ｉ
Ｇ
Ｈ
Ｔ�

Ｅエ

ク

ス

プ

レ

ス

Ｘ
Ｐ
Ｒ
Ｅ
Ｓ
Ｓ

瑞み
ず
か
ぜ風
の
立
ち
寄
り
地
で
も
あ
る
田

舎
料
理
レ
ス
ト
ラ
ン
「
か
や
ぶ

き
」
が
、
ノ
ス
タ
ル
ジ
ッ
ク
バ
ス

ツ
ア
ー
に
合
わ
せ
次
の
と
お
り
営

業
し
ま
す
。

　「
か
や
ぶ
き
」
は
完
全
予
約
制

の
た
め
、
こ
の
機
会
に
ぜ
ひ
お
越

し
く
だ
さ
い
。

【
営
業
日
】

　
７
月
28
日
㈯
、
８
月
４
日
㈯
、

25
日
㈯
、
９
月
１
日
㈯
、
８
日
㈯
、

15
日
㈯
、
22
日
㈯
、
29
日
㈯

※�

ツ
ア
ー
実
施
が
な
い
場
合
、
営

業
し
な
い
場
合
も
あ
り
ま
す
。

【
営
業
時
間
】
11
時
か
ら
14
時
ま
で

【
料
金
】
大
人
２
千
円
、
中
高
校

生
１
５
０
０
円
、
小
学
生�

千
円

【
メ
ニ
ュ
ー
】

　
20
種
類
以
上
の
郷
土
料
理
と
創

作
和
食
の
バ
イ
キ
ン
グ

※�

ノ
ス
タ
ル
ジ
ッ
ク
バ
ス
ツ
ア
ー

と
は
、
瑞
風
の
立
ち
寄
り
地
を

巡
る
バ
ス
ツ
ア
ー
で
、
各
土
曜

日
催
行
予
定
で
す
。

【
問
い
合
わ
せ
先
】

田
舎
レ
ス
ト
ラ
ン

「
か
や
ぶ
き
」オ
ー
プ
ン

【
申
し
込
み
】

　
雲
南
住
宅
管
理
事
務
所
に
備
え

る
申
込
用
紙
に
所
定
の
事
項
を
記

入
し
、必
要
な
書
類
等
（
住
民
票
・

所
得
課
税
証
明
書
等
）
を
確
認
の

う
え
、直
接
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

建
築
住
宅
課

☎
０
８
５
４-

40-

１
０
６
５

◆
市
営
住
宅
空
家
入
居
者

【
募
集
期
間
】

　
８
月
６
日
㈪
か
ら
８
月
13
日
㈪

17
時
締
切

【
募
集
団
地
】

　
８
月
１
日
㈬
に
市
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
、
島
根
県
住
宅
供
給
公
社
ホ
ー

ム
ぺ
ー
ジ
に
掲
載
し
ま
す
。

【
選
考
方
法
】

市
営
・
県
営
住
宅

の
入
居
者
募
集

◆�

公
社
定
住
促
進
賃
貸
住
宅
（
グ

ラ
ン
デ
・
ベ
ル
ポ
ー
ト
等
）
空

家
入
居
者

【
募
集
期
間
】
随
時
募
集

【
募
集
団
地
】

　
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
お
よ
び
島
根

県
住
宅
供
給
公
社
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

に
随
時
掲
載
し
ま
す
。

【
申
込
方
法
】

　雲
南
住
宅
管
理
事
務
所
に
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

【
問
い
合
わ
せ
先
】

　
雲
南
住
宅
管
理
事
務
所

　
８
時
30
分
か
ら
18
時
ま
で（
土
・

日
・
祝
日
は
除
く
）

　
☎
０
８
５
４-

47-

７
１
５
１

　
選
考
に
よ
り
入
居
者
を
決
定
し

ま
す
。

◆
県
営
住
宅
空
家
入
居
者

【
募
集
期
間
】

　
随
時
募
集

【
募
集
団
地
】

　
島
根
県
住
宅
供
給
公
社
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

【
選
考
方
法
】

　
先
着
順
に
よ
り
入
居
者
を
決
定

し
ま
す
。

債
権
管
理
対
策
課

☎
０
８
５
４-

40-

１
０
３
５

徴
収
の
猶
予
と
は

　
市
税
を
一
時
的
に
納
付
・
納
入

す
る
こ
と
が
で
き
な
い
場
合
に

は
、
徴
収
の
猶
予
が
適
用
さ
れ
る

こ
と
が
あ
り
ま
す
。
徴
収
の
猶
予

を
受
け
る
に
は
、
債
権
管
理
対
策

課
に
備
え
て
い
る
申
請
書
に
「
事

情
の
詳
細
」
等
を
記
入
し
「
納
付

計
画
書
」
を
提
出
す
る
必
要
が
あ

り
ま
す
。
該
当
要
件
は
主
に
次
の

場
合
で
す
。

１�

、
財
産
が
災
害
（
震
災
・
風
水

「
徴
収
の
猶
予
」と「
換
価
の

猶
予
」を
ご
存
知
で
す
か
？

害
・
火
災
な
ど
）
ま
た
は
盗
難

に
あ
っ
た
場
合

２�

、
本
人
や
生
活
を
と
も
に
す
る

親
族
が
病
気
や
負
傷
し
た
場
合

３�

、
事
業
に
大
き
な
損
失
を
受
け

た
場
合

４�

、
事
業
を
廃
業
ま
た
は
休
業
し

た
場
合

換
価
の
猶
予
と
は

　
次
の
項
目
の
全
て
に
該
当
す
る

場
合
、
す
で
に
差
押
え
た
財
産
の

換
価
（
売
却
）
が
猶
予
さ
れ
る
場

合
が
あ
り
ま
す
。

　
申
請
に
よ
る
換
価
の
猶
予
を
受

け
る
に
は
、
徴
収
の
猶
予
と
同
じ

よ
う
に
申
請
書
へ
の
記
入
や
、「
納

付
計
画
書
」
を
提
出
す
る
必
要
が

あ
り
ま
す
。

１�

、
市
税
を
一
時
に
納
付
・
納
入

す
る
こ
と
に
よ
り
、
そ
の
事
業

の
継
続
ま
た
は
生
活
の
維
持
を

困
難
に
す
る
お
そ
れ
が
あ
る
と

認
め
ら
れ
る
場
合

２�

、
納
税
に
つ
い
て
誠
実
な
意
思

を
有
す
る
と
認
め
ら
れ
る
場
合

３�

、
換
価
の
猶
予
を
受
け
よ
う
と

す
る
市
税
以
外
の
滞
納
が
な
い

場
合

建
設
工
務
課

☎
０
８
５
４-

40-

１
０
６
３

　
市
が
管
理
し
て
い
る
集
落
間
を

集
落
間
除
草
作
業

募
集
中

　
田
舎
料
理
レ
ス
ト
ラ
ン
「
か
や

ぶ
き
」（
日
登
交
流
セ
ン
タ
ー
内
）

　
☎
０
８
５
４-

42-

０
２
３
８
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草
刈
幅

草
刈
幅

1.00ｍ

作業の範囲の例

1.00ｍ

結
ぶ
市
道
路
線
（
農
用
地
や
住
宅

地
お
よ
び
雑
種
地
に
隣
接
す
る
集

落
内
の
市
道
、
道
路
愛
護
作
業
実

施
路
線
を
除
く
）
に
つ
い
て
、
除

草
作
業
を
行
っ
て
い
た
だ
け
る
各

種
団
体
を
随
時
募
集
し
て
い
ま

す
。

　
除
草
作
業
を
実
施
し
て
い
た
だ

け
る
団
体
が
あ
り
ま
し
た
ら
、
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

※�

市
道
の
除
草
作
業
は
路
肩
お
よ

び
法
面
に
つ
い
て
除
草
を
年
２

回
以
上
・
１
ｍ
程
度
行
っ
て
い

た
だ
き
ま
す
。
作
業
し
て
い
た

だ
い
た
団
体
に
は
１
㎞
当
た
り

３
万
円
を
支
払
い
ま
す
。

※�

集
落
内
で
隣
接
す
る
住
宅
ま
で

の
距
離
が
、
５
０
０
ｍ
を
超
え

る
場
合
も
対
象
と
し
ま
す
。

感謝の手紙
日本一短い

vol. 78 雲南市青少年健全育成協議会（教育委員会社会教育課）
☎0854-40-1073

今月は木次町の方の感謝の手紙です

お
母
さ
ん
へ

　
私
に
妹
が
で
き
た
の
は
お
母
さ
ん
の
お
か
げ
で
す
。
こ
れ

か
ら
子
育
て
手
伝
う
の
で
が
ん
ば
ろ
う
。
ほ
ん
と
う
に
あ
り

が
と
う
。

娘
へ

　
い
つ
も
妹
を
か
わ
い
が
っ
て
く
れ
て
あ
り
が
と
う
。
あ
な

た
も
妹
の
よ
う
に
大
切
に
育
て
ら
れ
た
ん
だ
よ
。
お
母
さ
ん

は
幸
せ
で
す
。

お
父
さ
ん
へ

　
い
つ
も
野
球
の
送
迎
や
練
習
に
付
き
合
っ
て
く
れ
て
あ
り

が
と
う
。
ぼ
く
が
大
き
く
な
っ
た
ら
恩
返
し
し
ま
す
。
待
っ

て
て
ね
。

息
子
へ

　
こ
れ
か
ら
も
好
き
な
事
を
精
一
杯
楽
し
ん
で
く
だ
さ
い
。

父
も
母
も
あ
な
た
の
笑
顔
が
見
ら
れ
る
事
が
一
番
の
喜
び
で

す
。
が
ん
ば
れ
。

お
母
さ
ん
へ

　
い
つ
も
野
球
の
応
援
で
大
き
な
声
を
出
し
て
お
う
え
ん
あ

り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
今
年
は
ぜ
っ
た
い
優
勝
し
ま
す
。

娘
へ

　
あ
な
た
が
一
生
懸
命
に
野
球
を
し
て
い
る
姿
を
見
る
の
が

と
て
も
楽
し
み
で
す
。
皆
で
頑
張
っ
て
必
ず
優
勝
す
る
姿
を

見
せ
て
ね
。

お
母
さ
ん
へ

　
い
つ
も
料
理
を
作
っ
て
く
れ
て
あ
り
が
と
う
。
こ
の
前
、

冬
休
み
に
夕
ご
飯
を
毎
日
作
っ
て
い
る
と
、
た
い
へ
ん
だ
な

と
思
い
ま
し
た
。

息
子
へ

　
冬
休
み
中
「
夕
食
の
お
か
ず
を
一
品
作
る
」
と
て
も
助
か

り
ま
し
た
。
あ
り
が
と
う
。
こ
れ
か
ら
も
頼
り
に
し
て
い
る

か
ら
ね
。

お
か
あ
さ
ん
へ

　
お
や
つ
買
い
に
い
っ
た
と
き
に
お
や
つ
を
買
っ
て
く
れ
て

あ
り
が
と
う
。
買
っ
て
く
れ
た
お
や
つ
は
と
て
も
お
い
し

か
っ
た
よ
。

息
子
へ

　
休
み
の
日
に
買
い
に
行
っ
た
お
や
つ
、
い
つ
も
食
べ
る
時

に
お
母
さ
ん
に
わ
け
て
く
れ
て
あ
り
が
と
う
。
特
別
お
い
し

い
よ
。

お
ば
あ
ち
ゃ
ん
へ

　
い
つ
も
、
べ
ん
き
ょ
う
で
わ
か
ら
な
い
時
に
教
え
て
く
れ

て
あ
り
が
と
う
。
本
当
に
か
ん
し
ゃ
し
て
い
ま
す
。
あ
り
が

と
う
。

孫
へ

　
ど
う
い
た
し
ま
し
て
。
い
つ
も
自
分
か
ら
進
ん
で
勉
強
し

て
く
れ
る
の
で
う
れ
し
い
よ
。
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
か
ら
も
あ
り

が
と
う
。

Ｓ
先
生
へ

　
い
つ
も
、
と
う
校
中
み
ま
も
っ
て
く
だ
さ
っ
て
あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
す
。こ
れ
か
ら
も
よ
ろ
し
く
お
ね
が
い
し
ま
す
。

Ｊ
さ
ん
へ

　
安
全
に
登
校
し
て
く
れ
て
う
れ
し
い
よ
。
み
ん
な
は
地
域

の
宝
だ
か
ら
。
こ
れ
か
ら
も
、
安
全
に
気
を
配
っ
て
く
ら
し

て
ね
。

Ｈ
さ
ん
へ

　
ぼ
く
が
話
し
か
け
た
時
「
か
ま
く
ら
作
ろ
う
」
と
言
っ
て

く
れ
て
、
う
れ
し
か
っ
た
よ
。
ま
た
あ
そ
ぼ
う
ね
。

Ａ
さ
ん
へ

　
ど
う
い
た
し
ま
し
て
。
い
っ
し
ょ
に
か
ま
く
ら
を
作
っ
た

け
ど
、
作
る
の
た
い
へ
ん
だ
っ
た
ね
。
ま
た
あ
そ
ぼ
う
ね
。
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自
衛
隊
島
根
地
方
協
力
本
部

☎
０
８
５
２-
21-

０
０
１
５

自
衛
官
候
補
生
（
陸
上
・
海
上
・

航
空
自
衛
隊
）

　
採
用
と
同
時
に
陸
・
海
・
空
自

衛
官
候
補
生
に
任
命
さ
れ
ま
す
。

自
衛
官
候
補
生
と
し
て
３
ヵ
月
間

の
教
育
訓
練
を
修
了
し
た
後
、
２

等
陸
・
海
・
空
士
に
任
用
さ
れ
ま
す
。

　
任
用
期
間
は
、陸
上
自
衛
官
は
、

１
年
９
ヵ
月
、
海
上
・
航
空
自
衛

官
は
２
年
９
ヵ
月
を
１
任
期
と
し

て
任
用
さ
れ
ま
す
が
、
引
続
き
勤

務
を
希
望
す
る
場
合
は
、
選
考
に

よ
り
２
年
を
任
期
と
し
て
継
続
任

用
さ
れ
ま
す
。

【
募
集
種
目
】

　
男
性
・
女
性
　
自
衛
官
候
補
生

【
応
募
資
格
】

　
日
本
国
籍
を
有
し
、
採
用
予
定

月
の
１
日
現
在
18
歳
以
上
27
歳
未

満
の
方

【
応
募
期
間
】

第
７
回
　
10
月
１
日
㈪
か
ら
10
月

20
日
㈯
ま
で

第
８
回
　
10
月
22
日
㈪
か
ら
11
月

16
日
㈮
ま
で

【
試
験
期
日
】 ��

第
７
回
　
10
月
21
日
㈰

第
８
回
　
11
月
17
日
㈯

【
試
験
会
場
】 

自
衛
官
等
募
集

　
陸
上
自
衛
隊
出
雲
駐
屯
地
　

【
試
験
科
目
】

　
筆
記
試
験
・
適
性
検
査
・
作
文

※
身
体
検
査
・
口
述
試
験
含
む

【
採
用
予
定
日
】

　
採
用
予
定
通
知
書
で
お
知
ら
せ

し
ま
す
。

防
衛
大
学
校
学
生

　
将
来
、
幹
部
自
衛
官
と
な
る
方

を
養
成
し
ま
す
。

【
応
募
資
格
】

　
高
卒（
見
込
み
を
含
む
）平
成
31

年
４
月
１
日
現
在
21
歳
未
満
の
方

●
総
合
選
抜

【
応
募
期
間
】

　
９
月
５
日
㈬
か
ら
７
日
㈮
ま
で

【
１
次
試
験
】
９
月
22
日
㈯

【
試
験
会
場
】

　
陸
上
自
衛
隊
伊
丹
駐
屯
地

●
推
　薦

【
応
募
期
間
】

　
９
月
５
日
㈬
か
ら
７
日
㈮
ま
で

【
採
用
試
験
】

　
９
月
22
日
㈯
か
ら
23
日
㈰
ま
で

【
試
験
会
場
】
防
衛
大
学
校
　

【
推
薦
基
準
】

　
成
績
優
秀
か
つ
生
徒
会
活
動
等

に
顕
著
な
実
績
を
収
め
、
学
校
長

が
推
薦
で
き
る
方

●
一
　般

【
応
募
期
間
】

　
９
月
５
日
㈬
か
ら
９
月
28
日
㈮

ま
で

【
１
次
試
験
】

　
11
月
３
日
㈯
か
ら
４
日
㈰
ま
で

【
試
験
会
場
】

　
松
江
地
方
合
同
庁
舎
・
浜
田
市
内

防
衛
医
科
大
学
校
医
学
科
学
生

　
将
来
、
医
師
で
あ
る
幹
部
自
衛

官
と
な
る
者
を
養
成
し
ま
す
。

【
応
募
資
格
】

　
高
卒（
見
込
み
を
含
む
）平
成
31

年
４
月
１
日
現
在
21
歳
未
満
の
方

【
応
募
期
間
】

　
９
月
５
日
㈬
か
ら
９
月
28
日
㈮

ま
で

【
１
次
試
験
】

　
10
月
27
日
㈯
か
ら
28
日
㈰
ま
で

【
試
験
会
場
】

　
松
江
地
方
合
同
庁
舎
・
浜
田
市
内

防
衛
医
科
大
学
校
看
護
学
科
学
生

　保
健
師
・
看
護
師
で
あ
る
幹
部

自
衛
官
を
養
成
し
ま
す
。

【
応
募
資
格
】

　
高
卒（
見
込
み
を
含
む
）平
成
31

年
４
月
１
日
現
在
21
歳
未
満
の
方

【
応
募
期
間
】

　
９
月
５
日
㈬
か
ら
９
月
28
日
㈮

ま
で

【
１
次
試
験
】
10
月
20
日
㈯

【
試
験
会
場
】

　
松
江
地
方
合
同
庁
舎
・
浜
田
市
内

【
問
い
合
わ
せ
先
】

　
自
衛
隊
島
根
地
方
協
力
本
部

（
松
江
市
向
島
町
１
３
４
番
10
号
）

　
☎
０
８
５
２-

21-

０
０
１
５

http://w
w
w
.m
od.go.jp/pco/

shim
ane

ご存知ですか？
消費者を守る制度

　一定の期間内ならば、違約金等を払うことなしに無条件で契
約を解除することができる制度がクーリング・オフです。
　対象となる契約は、訪問販売や電話勧誘販売などです。クー
リング・オフの期間は「法定書面」を交付された日から始まり
ます。（取引の種類により８日間、20日間）
　一部商品は対象外となるケースもあります。
　クーリング・オフをする場合、必ず書面（はがき、特定記録
郵便または簡易書留）で通知しなくてはなりません。書面で残
すことが証拠になるからです。
　詳しくは、問い合わせください。

クーリング・オフ
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人
権
を
考
え
る
シ
リ
ー
ズ  

③

　今
回
の
〈
人
権
を
考
え
る
シ
リ
ー
ズ
〉
で
は
、
日
本
の
人
権
問
題
、
差
別
問
題
の
中
核
的
課
題
で
あ
る
「
同
和
問
題
」
に
つ
い
て
掲
載
し
ま
す
。

　「同
和
問
題
」
は
、
そ
の
歴
史
・
実
態
・
事
業
・
運
動
・
教
育
な
ど
多
岐
に
わ
た
り
ま
す
。
今
回
は
差
別
の
現
実
の
概
略
と
被
差
別
の
人
た
ち

の
心
情
を
考
え
る
こ
と
を
中
心
に
述
べ
た
い
と
思
い
ま
す
。

【
問
】人
権
セ
ン
タ
ー
　
☎
０
８
５
４-
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１
７
６
７

１
、
差
別
の
現
実
が
存
在
す
る
と
い
う
こ
と

　
時
々
、「
部
落
差
別
は
も
う
な
く
な
っ
た
の
で
は
あ
り
ま
せ

ん
か
」
と
い
う
声
を
聞
き
ま
す
。

　「
ど
う
し
て
そ
う
思
い
ま
す
か
」
と
聞
き
返
す
と
、「
自
分
は

差
別
し
た
こ
と
も
な
い
し
、
差
別
が
あ
っ
た
と
い
う
話
も
あ
ま

り
聞
い
た
こ
と
が
な
い
か
ら
」と
い
う
言
葉
が
返
っ
て
き
ま
す
。

　
本
当
に
そ
う
で
し
ょ
う
か
。「
自
分
は
差
別
し
た
こ
と
も
な

い
し
…
」
と
い
う
こ
と
も
、
実
際
に
差
別
的
言
動
を
し
た
こ
と

は
な
い
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
差
別
意
識
が
な
い
と
い
う
こ
と

で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
差
別
意
識
は
、
長
い
差
別
の
歴
史
の
中
で

偏
見
を
伴
っ
て
心
の
中
に
潜
在
化
し
て
い
る
こ
と
が
多
い
の
で

す
。
そ
れ
が
何
か
の
折
に
顕
在
化
す
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

　
ま
た
、「
差
別
が
あ
っ
た
と
い
う
話
を
あ
ま
り
聞
い
た
こ
と

が
な
い
」
と
い
う
こ
と
も
、
実
際
に
差
別
的
な
事
象
が
あ
っ
て

も
市
民
の
皆
さ
ん
に
は
「
い
つ・ど
こ
で・こ
ん
な
差
別
が
あ
っ

た
」
と
い
う
情
報
提
供
が
な
さ
れ
て
い
な
い
の
で
、
実
際
に
差

別
が
あ
っ
た
と
い
う
こ
と
が
分
か
り
づ
ら
い
と
こ
ろ
が
あ
り
ま

す
。

　
し
か
し
、
残
念
な
が
ら
、
昭
和
40
年
に
国
の
同
和
対
策
審
議

会
の
答
申
が
出
さ
れ
て
か
ら
半
世
紀
以
上
経
過
し
て
い
て
も
、

今
な
お
部
落
差
別
の
事
象
が
さ
ま
ざ
ま
形
で
存
在
し
て
い
ま

す
。

　
現
に
、
平
成
28
年
に
国
会
に
お
い
て
議
員
提
案
で
成
立
し
た

「
部
落
差
別
解
消
推
進
法
」
と
い
う
法
律
の
第
一
条
に
は
「
こ

の
法
律
は
、
現
在
も
な
お
部
落
差
別
が
存
在
す
る
と
と
も
に
、

情
報
化
の
進
展
に
伴
っ
て
部
落
差
別
に
関
す
る
状
況
の
変
化
が

生
じ
て
い
る
こ
と
を
踏
ま
え
、
…
」
と
あ
る
よ
う
に
、
今
日
に

お
い
て
も
さ
ま
ざ
ま
な
部
落
差
別
の
現
実
が
あ
り
、
そ
の
差
別

の
状
況
が
変
化
し
て
き
て
い
る
こ
と
を
述
べ
て
い
ま
す
。

　
具
体
的
な
差
別
事
象
と
し
て
は
、
結
婚
差
別
は
も
と
よ
り
、

身
元
調
査
、
差
別
落
書
き
や
差
別
ハ
ガ
キ
、
差
別
ビ
ラ
と
い
っ

た
旧
来
型
の
差
別
か
ら
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
使
っ
た
差
別
や

「
土
地
差
別
」
と
い
わ
れ
る
土
地
の
ラ
ン
ク
付
け
、「
低
位
地
域
」

と
い
っ
た
呼
び
方
な
ど
、
新
し
い
タ
イ
プ
の
差
別
も
起
こ
っ
て

い
ま
す
。

　
な
か
で
も
昨
今
問
題
に
な
っ
て
い
る
の
が
、
昭
和
11
年
に
実

施
さ
れ
た
「
全
国
部
落
調
査
」
の
復
刻
版
の
販
売
企
画
で
す
。

こ
の
よ
う
に
、
差
別
事
象
は
枚
挙
に
い
と
ま
が
あ
り
ま
せ
ん
。

　
確
か
に
、
近
年
の
同
和
教
育
や
人
権
教
育
の
成
果
が
出
て
き

て
い
る
の
も
事
実
で
す
が
、
こ
う
し
た
差
別
事
象
の
裏
に
は
、

過
去
の
差
別
の
歴
史
の
中
で
形
成
さ
れ
た
偏
見
が
大
き
く
作
用

し
て
い
ま
す
。

　
す
な
わ
ち
、「
同
和
地
区
の
人
た
ち
は
自
分
た
ち
と
違
う
人

た
ち
だ
、
特
別
な
人
た
ち
だ
」
と
い
う
偏
見
で
す
。
こ
れ
ら
の

偏
見
は
歴
史
の
中
で
差
別
を
正
当
化
す
る
た
め
に
意
図
的
に
作

り
上
げ
ら
れ
た
理
屈
で
あ
り
、
そ
れ
ら
が
ク
リ
ア
ー
さ
れ
な
い

ま
ま
に
差
別
と
し
て
生
き
て
い
る
の
で
す
。

　
そ
の
意
味
で
、「
部
落
差
別
解
消
推
進
法
」
が
強
調
し
て
い

る
よ
う
に
、
一
層
の
教
育
・
啓
発
が
求
め
ら
れ
て
い
る
と
い
え

ま
す
。

２
、
加
差
別
と
被
差
別
の
関
係
を
考
え
る

　
差
別
問
題
を
考
え
る
と
き
、
ど
う
し
て
も
加
差
別
と
被
差
別

の
関
係
が
生
ま
れ
ま
す
。
つ
ま
り
、
差
別
す
る
人
が
い
る
か
ら

差
別
さ
れ
る
人
が
生
ま
れ
る
と
い
う
構
図
で
す
。

　
こ
の
場
合
、
差
別
す
る
側
と
差
別
さ
れ
る
側
の
思
い
に
は
大

き
な
落
差
が
あ
り
ま
す
。

　
差
別
す
る
側
は
、
潜
在
化
し
て
い
た
差
別
意
識
が
何
か
の
折

に
う
っ
か
り
出
て
し
ま
っ
た
と
か
、
あ
る
い
は
、
同
和
地
区
の

人
に
対
す
る
偏
見
に
つ
い
て「
昔
か
ら
そ
う
い
っ
て
い
る
か
ら
」

と
か「
み
ん
な
が
そ
う
い
っ
て
い
る
か
ら
」と
い
う
こ
と
か
ら
、

深
刻
に
考
え
な
い
ま
ま
に
、
つ
い
差
別
し
て
し
ま
っ
た
と
か
、

中
に
は
確
信
犯
的
で
憎
悪
感
を
も
っ
た
差
別
者
も
い
る
よ
う
で

す
。
い
ず
れ
に
し
て
も
人
の
心
の
痛
み
に
鈍
感
で
あ
っ
た
り
、

無
神
経
で
あ
っ
た
り
、
人
を
差
別
し
て
も
平
気
で
あ
る
と
い
う

自
己
中
心
的
エ
ゴ
イ
ズ
ム
の
持
ち
主
で
あ
っ
た
り
す
る
場
合
が

多
い
の
で
す
。

　
し
か
し
、
逆
に
差
別
さ
れ
た
側
の
心
の
痛
み
、
や
り
き
れ
な

さ
、
憤
り
の
心
は
計
り
知
れ
な
い
も
の
が
あ
り
、
時
に
は
差
別

さ
れ
た
が
ゆ
え
に
死
の
道
を
選
ん
だ
人
も
い
る
ほ
ど
で
す
。

　
こ
う
し
た
被
差
別
の
立
場
の
人
た
ち
の
気
持
ち
は
こ
れ
ま
で

多
く
の
手
記
や
詩
に
綴
ら
れ
て
い
ま
す
が
、
今
回
は
紙
数
の
都

合
も
あ
り
省
略
し
ま
す
。

　
私
た
ち
は
、
被
差
別
の
立
場
の
人
の
そ
う
し
た
心
情
に
つ
い

て
、
も
っ
と
知
る
努
力
を
す
べ
き
で
す
し
、
被
差
別
の
人
た
ち

の
心
情
へ
の
想
像
力
を
も
つ
べ
き
で
す
。
な
ぜ
な
ら
、
そ
う
し

た
被
差
別
の
人
た
ち
の
苦
し
い
心
情
を
生
み
出
し
て
い
る
の

は
、
差
別
す
る
側
の
人
間
だ
か
ら
で
す
。

　
同
和
地
区
の
人
た
ち
に
は
、
国
の
同
和
対
策
審
議
会
答
申
に

述
べ
ら
れ
て
い
る
よ
う
に
「
本
来
、
何
人
に
も
保
障
さ
れ
る
べ

き
市
民
的
権
利
と
自
由
が
完
全
に
保
障
さ
れ
て
い
な
い
」
と
い

う
こ
と
に
対
し
て
の
憤
り
が
あ
り
ま
す
。

　
し
か
も
、
こ
の
差
別
の
問
題
は
、
同
和
地
区
の
人
に
と
っ
て

は
自
分
の
責
任
で
は
な
い
こ
と
で
差
別
を
受
け
る
と
い
う
理
不

尽
さ
で
す
。

　
私
た
ち
は
、
こ
う
し
た
部
落
差
別
の
も
つ
不
合
理
な
特
質
を

理
解
し
、
日
本
社
会
の
恥
と
も
い
う
べ
き
差
別
の
問
題
を
な
く

す
こ
と
に
努
力
す
べ
き
で
す
。

　
今
回
成
立
し
た
「
部
落
差
別
解
消
推
進
法
」
の
第
一
条
に
は

「
全
て
の
国
民
に
基
本
的
人
権
の
享き

ょ
う
ゆ
う有
を
保
障
す
る
日
本
国
憲

法
の
理
念
に
の
っ
と
り
、
部
落
差
別
は
許
さ
れ
な
い
も
の
で
あ

る
と
の
認
識
の
下
に
こ
れ
を
解
消
す
る
こ
と
が
重
要
な
課
題
で

あ
る
こ
と
に
鑑
み
、…
」
と
記
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
肝
に
銘
じ
、

自
分
の
問
題
と
し
て
考
え
て
い
く
こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い
る
と

い
え
ま
す
。
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平成30年度国民健康保険料率決定

問い合わせ先　市民生活課　☎ 0854-40-1031 ／税務課　☎ 0854-40-1034

　6月7日に開催した雲南市国民健康保険運営協議会の審議を経て、平成30年度の料率を決定しました。

　国民健康保険料とは・・・
　雲南市国民健康保険に加入している方の世帯に賦課される保険料で、医療費および後期高齢者医療支援金ならびに介
護保険納付金の支払いに使われます。１年間にかかるこれらの経費を推計し、そこから皆さん（被保険者）が病院等で
支払う負担分や国からの補助金、市からの繰入金を差し引いた額が、国民健康保険料の総額となります。
　この総額を、条例で定める①所得割額（50%）、②被保険者均等割額（31%）、③世帯別平等割額（19%）の３つの
項目でそれぞれ計算し、料率を決定します。
　今年度は下記の表 1～表 3のそれぞれ医療分、後期高齢者医療支援金分、介護保険納付金分の料率および計算方法で、
3項目を合算したものが一世帯当りの保険料額となります。（ただし、介護保険納付金分は40歳以上65歳未満の方のみ
です。）

表１　医療分の料率と計算方法（国民健康保険に加入している皆さんが該当します）
項　　目 料　　率 自分の世帯の保険料の計算方法

①所得割額 8.31% (前年所得金額－33万円)×8.31％
②均等割額 28,760 円 被保険者数× 28,760 円 ただし、均等割額と平等割額には、

所得基準により 7 割、5 割、2 割
の減額があります。③平等割額

一般世帯 28,890 円 一世帯 28,890 円
特定世帯 14,445 円 一世帯 14,445 円

算定した医療分の保険料合計が58万円を超える場合は、58万円(賦課限度額)となります。

表２　後期高齢者医療支援分の料率と計算方法（国民健康保険に加入している皆さんが該当します）
項　　目 料　　率 自分の世帯の保険料の計算方法

①所得割額 2.07% （前年所得金額－33万円）×2.07％
②均等割額 7,150 円 被保険者数×7,150円 ただし、均等割額と平等割額には、

所得基準により 7 割、5 割、2 割
の減額があります。③平等割額

一般世帯 7,180 円 一世帯 7,180 円
特定世帯 3,590 円 一世帯 3,590 円

算定した後期高齢者医療支援分の保険料合計が19万円を超える場合は、19万円(賦課限度額)となります。

※ 上記表１と表２の特定世帯とは…国民健康保険から後期高齢者医療制度に移行されたことにより、国民健康保険単身
世帯になる世帯。「医療分」と「後期高齢者医療支援金分」にかかる平等割が５年間半額となります。また、平成25
年度の改正でさらに３年間特定継続世帯として、４分の１が軽減される制度ができました。ただし、世帯主変更や世
帯構成が変更となった場合には、軽減措置が受けられなくなる場合があります。

表３　介護保険納付金分の料率と計算方法（40歳以上65歳未満の方が該当します）
項　目 料　率 自分の世帯の保険料の計算方法

①所得割額 1.62% （前年所得金額－33万円）×1.62％
②均等割額 8,050円 被保険者数×8,050円 ただし、均等割額と平等割額には、所得基準に

より 7 割、5 割、2 割の減額があります。③平等割額 5,760円 一世帯 5,760 円
算定した介護保険納付金分の保険料合計が16万円を超える場合は、16万円（賦課限度額）となります。

保険料の納付について

　７月以降、この料率で決定した一年間の保険料額を９で割った保険料を来年 3月まで毎月
納めていただきます。
　保険料は国保事業を支える大切な財源です。保険料は必ず納期限内に納めましょう。
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特別障害者手当・障害児福祉手当・特別児童扶養手当

問い合わせ先　　長寿障がい福祉課　☎ 0854-40-1042

特別障害者手当 障害児福祉手当 特別児童扶養手当

手当を受けることが
できる方

20歳以上で、著しく重度の障がい
があるため、日常生活で常時特別
の介護を必要とする方

20歳未満で、重度の障がいがあるた
め、日常生活で常時の介護を必要と
する児童（児童本人）

重度の障がいがある 20歳未満の児童
を養育している方（児童の保護者）

次の場合には手当を
受けることができま
せん

①社会福祉施設等へ入所している
②�本人、配偶者、扶養義務者の前
年の所得が政令で定める所得基
準を超える

③継続して3ヵ月以上入院している

①社会福祉施設等へ入所している
②�障がいを事由とする年金を受けてい
る

③�本人、配偶者、扶養義務者の前年の所
得が政令で定める所得基準を超える

①�児童が社会福祉施設等へ入所してい
る
②�児童が障がいを事由とする年金を受
けている
③�本人、配偶者、扶養義務者の前年の所
得が政令で定める所得基準を超える

手当の額
（H30.4.1現在）

月額　26,940円 月額　14,650円 月額　1級：51,700円　2級：34,430円
※手当額は消費者物価指数の変動により改定されることがあります。（平成30年４月分から改定されています）

手当の支払 2月、5月、8月、11月に 3ヵ月分をまとめて支払います。 4月、8月、11 月に 4ヵ月分をまと
めて支払います。

手当を受けるには 長寿障がい福祉課または各総合センター市民福祉課へ申請ください。申請には原則医師の診断書が必要となります。

手当を受けている方
は、毎年所得状況届
が必要です

手当受給者（支給停止となっている方も含む）は、８月10日から９月11日に「所得状況届」を提出いただく
必要があります。これは手当受給者の所得が政令で定める所得金額を超えていないか確認するためのものです。
対象の方へは８月初旬に案内を送付しますので、必ず期限までに手続きを行ってください。この届を提出しな
い場合は、以降の手当を受給することができなくなります。

住所などを変更した
場合

手当受給者が住所などを変更した場合は届出が必要です。市町村の区域を越える住所変更の場合は、転出先市
町村へ届け出てください。

男
女
共
同
参
画
川
柳

雲
南
市
男
女
共
同
参
画
セ
ン
タ
ー
　

☎
０
８
５
４-

42-

１
７
６
７

by. 

男
女
共
同
参
画
サ
ポ
ー
タ
ー

　「
家
事
や
お
茶
汲
み
は
女
性
の
仕
事
？
」「
地
域
の
役
員
は
男
性
が
向
い
て
る
？
」
な
ど
、
身
近
な

こ
と
を
男
女
共
同
参
画
の
視
点
で
見
て
み
る
と
「
あ
れ
？
」
と
感
じ
る
こ
と
は
き
っ
と
あ
る
は
ず
。

　
雲
南
市
で
の
男
女
共
同
参
画
の
力
強
い
推
進
者
〝
島
根
県
男
女
共
同
参
画
サ
ポ
ー
タ
ー
〟
が
、
そ

ん
な
思
い
を
川
柳
に
乗
せ
て
お
届
け
し
ま
す
。
　
　
　
　
　
※
と
き
ど
き
出
雲
弁
あ
り

少
子
高
齢
化

　夫
婦
そ
れ
ぞ
れ

　親
を
み
る
　（キ
リ
ン
）

男
ス
が

　味
噌
作
り
参
加

　お
べ
ま
し
た
　（ケ
ロ
ち
ゃ
ん
）

マ
イ
カ
ッ
プ

　使
っ
た
ま
ま
の

　置
き
み
や
げ
　（ト
マ
ト
）

小
学
生

　カ
ラ
フ
ル
色
の

　ラ
ン
ド
セ
ル
　（イ
チ
ゴ
ジ
ャ
ム
）

ス
テ
キ
だ
ね

　男
性
社
員
の

　机
ふ
き
　（モ
ナ
）

人
前
で

　意
見
述
べ
た
ら

　「ど
こ
の
嫁
？
」
　（ト
マ
ト
）

も
は
や
親
の
介
護
は
妻
の
仕
事
、な
ん
て
言
っ
て
い
ら
れ
ま
せ
ん
。
そ
れ
ぞ
れ
の
親
を
同
時
に
介
護
、

と
い
う
状
況
も
珍
し
く
な
い
昨
今
、
介
護
は
家
族
み
ん
な
の
協
働
が
必
須
！

地
域
で
の
味
噌
作
り
行
事
で
の
出
来
事
。
女
性
ば
か
り
の
参
加
者
の
中
、
男
性
の
姿
が
！
お
べ
た
け

ど
、
地
域
で
の
共
同
参
画
の
光
景
で
す
ね
。
い
い
こ
と
だ
わ
～
。

自
分
が
使
っ
た
カ
ッ
プ
は
持
っ
て
行
っ
て
洗
う
、
そ
れ
を
「
あ
た
り
ま
え
」
に
す
る
だ
け
で
き
っ
と

意
識
が
変
わ
り
ま
す
。「
置
き
み
や
げ
」
に
し
な
い
で
ね
。

ラ
ン
ド
セ
ル
、
本
当
に
様
々
な
色
を
見
か
け
ま
す
ね
。
男
の
子
だ
か
ら
、
女
の
子
だ
か
ら
、
じ
ゃ
な

く
、
こ
の
色
が
好
き
だ
か
ら
（
＝
自
分
ら
し
さ
）
の
表
れ
と
言
え
る
か
も
。

男
性
社
員
が
机
を
ふ
い
て
い
る
と
特
別
な
こ
と
を
し
て
い
る
よ
う
に
感
じ
ま
す
か
？
女
性
社
員
が
机

ふ
き
す
る
の
と
何
ら
変
わ
り
ま
せ
ん
よ
ね
。「
誰
が
し
て
も
良
い
ね
」
に
な
る
と
素
敵
で
す
ね
。

人
前
で
言
い
た
い
こ
と
を
言
う
の
っ
て
勇
気
い
り
ま
す
。「
き
ち
ん
と
意
見
言
え
て
す
ご
い
」
や
「
い

ろ
ん
な
人
の
意
見
が
出
て
良
い
」
の
姿
勢
が
参
画
し
や
す
い
場
づ
く
り
の
第
一
歩
。

介
護
編
・
地
域
編
・
職
場
編
　そ
の
③
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中小企業の設備投資を支援します

問い合わせ先　商工振興課　☎ 0854-40-1052

1 生産性向上特別措置法の成立・施行後「導入促進基
本計画」の同意を受けた地域に所在している中小企
業が対象

2 年率３％以上の労働生産性の向上を見込む「先端設
備等導入計画」の認定を受けた設備投資（下記対象
設備※1）が対象

3 固定資産税ゼロの措置を講じる自治体において、本
措置対象の事業者は、国の各種補助金制度において
優先採択される

　雲南市は、平成30年度から３年間の間に計画、認定した中小企業の設備投資に対して固定資産税を３年
間全額免除します。中小企業の設備投資を促進し産業振興や雇用増を図るため、国が創設した生産性向上特
別措置法（平成30年６月施行）に基づいて実施するものです。

商品の生産もしくは販売または役務の提供の用に供する設備であって、生産性向上に資する指標が旧モ
デル比で年平均１％以上向上する下記設備。　【減価償却資産の種類】（最低取得価格／販売開始時期）
　◆�機械装置（160万円以上 /10年以内）　◆�測定工具等（30万円以上 /5年以内）
　◆�器具備品（30万円以上 /6年以内）　　�◆�建物附属設備（60万円以上 /14年以内）�など
　≪�例�≫��溶接機械や検査装置のほか、理美容設備や小売店の業務用冷蔵庫なども対象

固定資産税が３年間ゼロ

国の以下の各種補助金制度の優先採択・拡充

支援措置

国 （導入促進指針の策定）

雲南市 （導入促進基本計画の策定）

中小企業等（先端設備等導入計画の策定）

同意

【生産性向上特別措置法】

経営革新等支援機関 例：商工会、金融機関
　　士業等の専門家

事前確認（必須）

協議

申請申請 認定

対象設備
（※１）

①ものづくり・商業・サービス経営力向上支援事業補助金
②小規模事業者持続化補助金
③戦略的基盤技術高度化支援(サポイン)事業補助金
④サービス等生産性向上ＩＴ導入支援事業補助金

�金融支援　民間金融機関の融資に対する信用保証に関する支援を受けることができます

先端設備等導入計画作成の手続き等の留意事項
◦該当する新規取得設備の取得日より前に「先端設備等導入計画」の認定が必要です。
◦経営革新等支援機関の事前確認を受けて雲南市に申請する必要があります。
◦税制措置を受けるためには、新規取得設備に係る工業会証明書が必要です。

32市報うんなん33 市報うんなん

市立図書室の利用案内
三刀屋図書室　“うちらの本箱”（永井隆記念館内）
　建替え工事のため長期休館中です。
　電　　話：0854－45－1073（社会教育課）
　本の返却は三刀屋総合センター窓口へお願いします。
　おはなし会：三刀屋交流センター図書室「ひなたぼっこ」　４日（土）10:00～
　　　　　　三刀屋子育て支援センター　29日（水）10:00～
　吉田図書室（吉田交流センター内）
　電　　話：0854－74－0219
　開館時間：9:00～17:00
　休 館 日：毎週土・日曜日、祝日

掛合図書センター“陽だまり館”
� （掛合図書センター）
　電　　話：0854－62－0189
　開館時間：9:00～17:00
　休 館 日：毎週日・月曜日、祝日

木次図書館�　☎0854-42-1021　開館時間：10:00～18:00
 ８月の休館日  
　毎週月曜日、11日(土・祝)、月末整理休館：31日(金)
 イベント案内 
　☆よみかたりのじかん　毎週木曜日　14:30 ～
　☆おはなしレストラン　５日（日）10:20～
　　（整理券が必要です。詳しくは図書館におたずねください）
　☆よみかたりのじかんWith ちっちゃい劇場　16日（木）14:30～
　　（よみかたりプラス一人芝居＆生演奏の楽しいスペシャル版！申込不要）
　☆はじめの一歩のおはなし会　26日（日）14:00～
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
大東図書館�　☎0854-43-6131　開館時間：10:00～18:00
 ８月の休館日  
　毎週金曜日、11日(土・祝)、月末整理休館：９月１日(土)
 イベント案内 
　☆こぐまちゃんくらぶ（わらべうた遊びの会　対象：乳幼児と家族の方）
　　会　場：大東図書館多目的室
　　開催日：20日(月)、27日(月）10:30～ (30分程度)
　☆講談社全国訪問おはなし隊がやってくる！
　　　12日（日）10:30～11:35（要申込）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
加茂図書館� ☎0854-49-8739　開館時間：10:00～18:00
 ８月の休館日  
　毎週木曜日、11日(土・祝)、月末整理休館：31日(金)
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
新着の本（抄）市内図書館どこでも借りることができます。貸出中の場合は予約（取

り寄せ含む）ができます。各館へ問い合わせください。

▼杉
すぎ

山
やま

純
じゅん

じ　監修「部活でスキルアップ！演劇上達バイブル」▼エダジュン「野菜と栄
養たっぷりな具だくさんの主役サラダ200」▼岸

きし
見
み

一
いち

郎
ろう

「成功ではなく、幸福について
語ろう」▼森

もり
 暢

よう
平
へい

「皇后四代の歴史　昭
しょう

憲
けん

皇
こう

太
たい

后
ごう

から美智子皇后まで」▼秋
あき

山
やま

訓
のり

子
こ

「女
は『政治』に向かないの？」▼時

とき
任
とう

兼
けん

作
さく

「特権キャリア警察官　日本を支配する600人
の野望」▼富

とみ
坂
さか

 聰
さとし

「感情的になる前に知らないと恥ずかしい中国・韓国・北朝鮮Ｑ＆Ａ」
▼草

くさ
薙
なぎ

厚
あつ

子
こ

「となりの少年少女Ａ　理不尽な殺意の真相」▼飯
いい

沼
ぬま

直
なお

樹
き

「地域で愛される
子ども食堂つくり方・続け方」▼西

にし
出
で

ひろ子
こ

「10歳までに身につけたい一生困らない子
どものマナー　この小さな習慣が、思いやりの心を育てます」▼川

かわ
村
むら

哲
てつ

也
や

 監修「自分で
強化する！腎機能」▼天

あま
野
の

 彰
あきら

「50代から生涯暮らすリフォーム　3,000軒を設計した
建築士が教える」▼みんなの日

にっ
記
き

編
へん

集
しゅう

部
ぶ

 編「みんなの丁寧な暮らし日記　小さなことか
ら始める。私らしく毎日を楽しむ。」▼前

まえ
本
もと

勝
かつ

利
とし

 監修「こうや豆腐＆粉豆腐幸せレシピ　
毎日食べて健康＆ダイエットに！」▼岩

いわ
崎
さき

夏
なつ

海
み

 監修「ぼくは泣かない　甲子園だけが高
校野球ではない」▼やくみつる 選「サラリーマン川柳やみつき傑作選」▼鎌

かま
田
た

 實
みのる

「曇り、
ときどき輝く」▼曽

そ
野
の

綾
あや

子
こ
「納得して死ぬという人間の務めについて」▼ジェーン・スー「生

きるとか死ぬとか父親とか」▼岩
いわ

元
もと

 綾
あや

「愛おしきいのちのために　ダウン症のある私か
ら」▼是

これ
枝
えだ

裕
ひろ

和
かず

「万引き家族」▼吉
よし

田
だ

修
しゅう

一
いち

「ウォーターゲーム」▼乃
の

南
なみ

アサ「六月の雪」
▼村

むら
山
やま

由
ゆ

佳
か

「ミルク・アンド・ハニー」▼門
かど

井
い

慶
よし

喜
のぶ

「新選組の料理人」▼桐
きり

野
の

夏
なつ

生
お

「ロ
ンリネス」▼諸

もろ
田
た

玲
れい

子
こ

「元
げん

禄
ろく

お犬
いぬ

姫
ひめ

」▼近
こん

藤
どう

史
ふみ

恵
え

「わたしの本の空白は」▼風
かぜ

野
の

真
ま

知
ち

雄
お

「恋の川、春の町」▼花
はな

村
むら

萬
まん

月
げつ

「ニードルス」▼高
たか

田
だ

崇
たか

史
ふみ

「古事記異聞　鬼棲む国、出雲」
▼三

み
浦
うら

しをん「ののはな通信」▼西
さい

條
じょう

奈
な

加
か

「無
む

暁
ぎょう

の鈴
りん

」▼あさのあつこ「にゃん！」
※育児相談、離乳食教室についてはP34をご覧ください。

吉
　田

社協子育てサロン（あいあいクラブ・掛合子育て支援センター）
吉田健康福祉

センター 栄養教室♪ 22日㈬   9:30～11:30

問い合わせ先 

▲

雲南市社会福祉協議会吉田支所 ☎74-0078
　　　　　　 

▲

掛合子育て支援センター 080-2909-4713

加
　茂

支援センター
加茂子育て支援

センター 毎日水あそびができるようビニールプールを用意しています。

教室・相談

加茂子育て支援
センター

もぐもぐ教室
（５～６ヵ月児対象離乳食教室）（※要予約）  ２日㈭ 10:00～

もぐもぐ教室
（７～８ヵ月児対象離乳食教室）（※要予約）  ９日㈭ 10:00～

もぐもぐ教室
（９～11ヵ月児対象離乳食教室）（※要予約） 23日㈭ 10:00～

たまごクラブ【妊婦さんサロン】
　（※要予約） 31日㈮ 10:00～

問い合わせ先 

▲

加茂子育て支援センター ☎49-8355

大
　東

子育てサロン
木馬（おおぎ） 毎週火・木曜日   9:30～12:00
よちよち（元久野幼稚園）  ４日㈯   9:30～11:30
ぽかぽかひろば（幡屋交流センター）  ６日㈪   9:30～11:30
ぽっぽ（佐世交流センター）  ９日㈭   9:30～11:30
うしお（海潮交流センター） 10日㈮   9:30～11:30
地域サークル
佐世（佐世交流センター） 16日㈭   9:30～11:30
大東（大東地域交流センター） 17日㈮   9:30～11:30
問い合わせ先 

▲

あおぞら保育園（大東子育て支援センター） ☎43-9500
　　　　　　 

▲

地域福祉センターおおぎ ☎43-5610

園（
所
）開
放
日

大�

東

大 東 こ ど も 園 21日㈫ 9:00～10:30
海 潮 こ ど も 園  ９日㈭ 9:00～11:30

大 東 保 育 園 毎週水曜日
（15日は除く）

9:00～14:00
試食予約：前日16:00まで

か も め 保 育 園 毎週金曜日 9:00～12:00
試食予約：前日16:00まで

あ お ぞ ら 保 育 園
毎日　試食は金曜のみ

※13日～16日は開放
なし

試食予約：当日9:00まで

加
茂

た ち ば ら 保 育 園 月曜日～金曜日（平日) 10:00～（１時間程度）

み な み か も 保 育 園 月曜日～金曜日
（13～15日は開放なし）

9:00～12:00
試食予約：前日16:00まで

木
次木 次 こ ど も 園 土曜日午後・日曜日

（行事のあるときは除く） 開放は園庭のみ

三
刀
屋

三 刀 屋 保 育 所  ８日㈬ 10:00～（１時間程度)

吉
田

吉 田 保 育 所 23日㈭ 9:30～11:30

田 井 保 育 所  ９日㈭ 9:30～11:30

掛
合夢の子園

保育所開放日 ８日㈬、22日㈬ 9:00～11:00

給食試食会 22日㈬ 11:00～12:00
要予約：〆切16日㈭

問い合わせ先 ▶子ども政策課 ☎0854-40-1044

掛
　合

支援センター
好老センター プール遊び  ２日㈭   9:30～11:00

分室 お話の日  ６日㈪ 10:30～11:00
問い合わせ先 

▲

掛合子育て支援センター 080-2909-4713

木 

次
支援センター
木次子育て支援

センター 平常どおり開設しています（詳しくは、通信をご覧ください）

問い合わせ先 

▲

木次子育て支援センター ☎42-2030

三
刀
屋

支援センター　
三刀屋子育て支援

センター 平常どおり開設しています（詳しくは、通信をご覧ください）

問い合わせ先 

▲

三刀屋子育て支援センター ☎45-9500

子育て支援センター
 などのスケジュール
子育て支援センター
 などのスケジュール

月8 図書館だより
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◆育児相談
掛合子育て支援センター  １日㈬

9:30 ～
三刀屋子育て支援センター  ６日㈪
加茂子育て支援センター 20日㈪
大東健康福祉センター 28日㈫
木次子育て支援センター 31日㈮
◆妊婦サロン
大東健康福祉センター 28日㈫ 10:00～
◆離乳食教室
加茂健康福祉センター 21日㈫ 9:30～

◆胃がん検診（要予約） 受付時間

吉田健康福祉センター  ３日㈮   8:30～11:00
13:00～14:30

◆セットがん検診（要予約）
◎平日がん検診
　（乳がん・子宮頸がん検診） 受付時間

三刀屋総合センター  ８日㈬   8:45～11:30
13:15～15:30

◆集団特定健康診査（要予約）
　対象：雲南市国民健康保険加入者の方
　　　　後期高齢者医療保険等 加入者の方

受付時間

吉田健康福祉センター  ３日㈮   9:00～10:30
13:00～14:00

◆乳幼児健診

乳児健診
大東・加茂地区の方 大東健康福祉センター  ９日㈭ 13:00～（４ヵ月児）

13:30～（10ヵ月児）

木次・三刀屋・吉田・
掛合地区の方 木次健康福祉センター 30日㈭ 13:00～（４ヵ月児）

13:30～（10ヵ月児）

幼児健診
大東・加茂地区の方 加茂健康福祉センター  ２日㈭ 13:00～（１歳６ヵ月児）

木次・三刀屋・吉田・
掛合地区の方 木次健康福祉センター 22日㈬ 13:00～（３歳児）

◆その他相談
認知症の人と家族の会サロン「色えんぴつ」 雲南保健所  ２日㈭ 10:00 ～ 14:00【問】地域包括支援センター　☎ 40-1043
若者の就労支援事業・フリースペース 三刀屋健康福祉センター  ２日㈭ 14:00 ～ 16:00【問】長寿障がい福祉課　☎ 40-1042
こころの健康＆もの忘れ相談  ８日㈬ 13:00 ～ 15:00【問】雲南保健所　☎ 42-9642
就業相談会（移動ナースバンク） ハローワーク雲南  ８日㈬ 13:00 ～ 16:00【問】雲南公共職業安定所　☎ 42-0751
雲南サロン「陽だまり」  ９日㈭

23日㈭ 10:00 ～ 15:00【問】雲南保健所　☎ 42-9638
交通事故巡回相談 出雲市役所 16日㈭   9:00 ～ 15:00【問】交通事故相談所　☎ 0852-22-5102
オレンジカフェうんなん（認知症カフェ） 大東地域交流センター 16日㈭ 10:00 ～ 11:45

参加料　300円【問】地域包括支援センター　☎ 40-1043
難病サロン「ひまわり」 17日㈮ 13:00 ～ 15:00【問】雲南保健所　☎ 42-9638
アルコールによる困りごと相談 20日㈪ 13:00 ～ 15:00【問】雲南保健所　☎ 42-9642
思春期・青年期こころの相談 22日㈬ 13:00 ～ 15:00【問】雲南保健所　☎ 42-9642
はじめての子育て講座「親子の絆教室」 下熊谷交流センター 22日㈬

29日㈬
13:00 ～ 16:00

（要予約）定員20組【問】子ども家庭支援課　☎ 40-1067
難病サロン しまね難病相談支援センター 23日㈭ 13:30 ～ 15:30【問】しまね難病相談支援センター　☎ 0853-24-8510

８月の健診・教室など　 【問】健康推進課　☎40-1045

◆結婚を希望する独身男女のための結婚相談
結婚相談サロン 雲南市役所 3F 相談室 １、８、15、22、29日㈬ 10:00 ～ 15:00

Aコープきすき店2F 25日㈯ 10:00 ～ 13:00

　【問】うんなん暮らし推進課　☎40-1014※内容、場所、日時の順に記載。
　市外局番は記載のないものは
　いずれも 0854 です。 

◆断酒会
吉田ふるさとセンター  ２日㈭

19:00～21:00

加茂健康福祉センター  ６日㈪
大東地域交流センター 14日㈫
掛合まめなかセンター 15日㈬
下熊谷交流センター 20日㈪
三刀屋健康福祉センター 29日㈬

トレーニングルーム「夏の体力測定会」�
 と　き 	８月９日（木）10:00～16:00
 ところ 	 サンワーク木次�トレーニングルーム
 内　容 	 握力・長座体前屈・片足立ち・全身反応・上体起こし	他
 所要時間  約30分
 トレーニングルーム利用料 	 250円
 【問】サンワーク木次　☎0854-42-9090

キラキラ雲南文化講座

「律儀者と不
ふ

昧
ま い

さん」�
 と　き 	８月26日（日）13:30開場　14:00開演
 ところ 	 古代鉄歌謡館
 講　師 	 山

やま

口
ぐち

信
のぶ

夫
お

さん（郷土史家）
飢饉に苦しむ松江藩を救った不昧公を描いた新作歴史小説「律儀者
と不昧さん」の出版を記念して、著者による講演会を開催します♪
 入場料 	 無料
 【問】古代鉄歌謡館　☎0854-43-6568

古代鉄歌謡館神楽の夕べ�
　出演：須所若獅子会
 と　き 	８月11日（土）20:00開演
 ところ 	 古代鉄歌謡館
 入場料 	 高校生以上500円、小中学生200円
 【問】古代鉄歌謡館　☎0854-43-6568

スサノオマジックバスケットボール教室in雲南�
 と　き 	８月18日（土）　� ①親子教室14:00～15:30
	 	 　　②中学生・高校生クリニック15:45～17:15
 ところ 	 大東公園体育館
 講　師 	 スサノオマジック選手２人・コーチ
 対　象 	 ①小学生と保護者	30組　②中学生・高校生	60人
 申込締切  ８月11日（土）
� 【問】大東公園体育館　☎0854-43-5511

35 市報うんなん

市では、新たな収入確保対策として、有料広告を掲載しています。掲載されている広告の内容などへの問い合わせは、直接広告主へお願いします。
このページへの広告掲載希望の方は、広告代理店 株式会社ホープ（☎092-716-1401）へ問い合わせください。なお、広告内容は市が推奨するものではありません。

広 告 枠
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人　口･･ 38,819人（－10人）

世帯数･･ 13,821世帯（＋12世帯）
平成 30 年 7 月 1 日現在（先月比）

女　性･･ 20,136人（－6人）

男　性･･ 18,683人（－4人）

I N F O R M A T I O N

この印刷物は環境に
配慮し、大豆油にか
わり米ぬか油を使用
したライスインキで
印刷しています。

雲南市成人式�
 と　き  ８月14日（火）10:00 ～ 12:30
 ところ  三刀屋文化体育館アスパル　
平成10年度生まれの新成人を祝います。対象と
なる新成人の方で式典の案内通知を受け取ってい
ない方は問い合わせください。
 【問】社会教育課　☎0854-40-1073

雲南市健康づくり講演会・
健康都市実践発表会�
雲南市では、平成26年11月「うんなん健康都市宣言」
をして以来、家族・地域において、お互いに学び合い、
支えあいながら健康づくりをすすめています。
今回、“今日から取り組めること”を学び、参加者一人
ひとりが「自分で」、「地域で」今後さらに、健康づく
りに取り組んでいくことを目的として開催します。多
くの皆さんの来場をお待ちしています。
 と　き  ９月８日（土）10:00 ～ 12:00（受付9:30 ～）
 ところ  木次経済文化会館チェリヴァホール（２階ホール）
 内　容  テーマ：「無理せずできる運動習慣（まめなかね）」
 ※か かなえます 無理せずできる 運動習慣

 講　演  講師：雲南市立病院　西
にし

 英
ひで

明
あき

統轄副院長　

 活動発表  発表者：阿用地区振興協議会
 参加費  無料
 申込期限  ８月27日（月）
 【申し込み先】健康づくり政策課　☎0854-40-1040

八重滝まつり�
 と　き  ８月11日（土・祝）10:00 ～ 12:00
 ところ  八重滝駐車場（掛合町入間）
神事、あゆのつかみ捕り、地元住民の出店
 【問】入間交流センター　☎0854-62-0403

龍頭が滝まつり�
 と　き  ８月15日（水）
 名物滝おどり　11:00 ～、13:30 ～（予定）
 ところ  龍頭が滝（掛合町松笠）
� 【問】松笠交流センター　☎0854-62-0411

風
か ざ

間
ま

杜
も り

夫
お

ひとり芝居「ピース」
　出演：風間杜夫さん
喜劇は世界を平和にする！俳優・風間杜夫による
舞台、どうぞご期待ください。
 と　き  ８月20日（月）18:30開場　19:00開演
 ところ  木次経済文化会館チェリヴァホール（２階ホール）
 入場料  【全席指定・税込】前売4,000円　当日5,000円
 【問】チェリヴァホール　☎0854-42-1155

大東七夕祭り�
 と　き  ８月６日（月）18:30 ～
 ところ  大東町大東連担地
子ども行列、花火大会、海潮神代神楽など

【問】大東七夕祭保存会事務局
 （大東総合センター自治振興課内）☎0854-43-8160

掛合まち恵
え

美
び

須
す

まつり�
 と　き  ８月20日（月）19:00 ～
 ところ  掛合町掛合地内
子ども神輿がまちを練り歩き、勇壮な掛合太鼓が
響き渡ります

　　　【問】掛合まち振興会
 （雲南市商工会掛合支所）☎0854-62-0079

加茂町人権セミナー�
 と　き  ９月４日（火）19:30 ～ 21:00
 ところ  加茂健康福祉センターかもてらす
 演　題  「同和問題の今、そしてこれから」
 ～解決への展望と課題を考える～

 講　師  馬
ば

場
ば

周
しゅう

一
いち

郎
ろう

さん
（ジャーナリスト・（公財）人権教育啓発推進センター上級特別研究員）

【問】雲南市人権・同和教育推進協議会加茂支部事務局
 （加茂総合センター自治振興課内）☎0854-49-8601

UNNANアートスタートプレゼンツ

ザ・ヨシトランド「しっぽとりたぬき合戦ぽんぽこりん!!」
紙芝居作家よしとさんと！子どもから大人まで、
本気のしっぽとり合戦をして遊びましょう！
 と　き  ８月26日（日）9:30 ～ 11:00
 ところ  加茂Ｂ＆Ｇ海洋センター「ラソンテ」（アリーナ）
 参加料  大人500円、子ども300円
※参加対象：４歳～大人（定員100人）※要事前申込

【問】UNNANアートスタート実行委員会事務局
 ☎0854-42-1155


